
シ

ユ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
宗
教
改
革
運
動
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ー
ゲ
マ
イ
ソ
デ
と
市
当
局
一

渡

邊

伸

【
要
約
】
　
最
近
の
宗
教
改
革
史
研
究
に
お
い
て
、
焦
点
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
一
つ
に
、
都
市
宗
教
改
革
を
一
四
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
わ
た
る
都
窪
内

闘
争
の
一
環
と
し
て
、
市
当
局
と
都
帯
住
民
の
対
立
関
係
に
お
い
て
掘
え
よ
う
と
す
る
視
角
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
西
南
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
指
導
的
地

位
を
占
め
た
都
市
の
一
つ
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
を
と
り
あ
げ
、
都
市
住
民
の
改
革
運
動
の
分
析
を
行
な
い
、
そ
れ
と
の
関
連
に
お
い
て
市
当
局
の
対

応
も
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
教
区
で
の
説
教
者
任
命
等
の
要
求
、
公
開
討
論
会
を
め
ぐ
る
事
件
、
農
民
戦
争
期
の
対
応
を
明
ら
か
に
し
、
改
革
運
動
の

中
心
と
な
っ
た
の
は
、
ツ
ン
フ
ト
市
民
層
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
中
で
も
、
従
来
焉
過
さ
れ
て
い
た
点
と
し
て
、
ツ
ン
フ
ト
間
に
対
応
の
差
が
あ
り
、
下
位

ツ
ン
フ
ト
ほ
ど
運
動
が
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
は
政
治
的
発
言
権
の
拡
大
要
求
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
、
を
示
し
た
。
ま
た
市
当
局
も
、
妾
初
よ

り
統
治
体
制
の
強
化
と
い
う
方
向
に
お
い
て
、
改
革
を
積
極
的
に
導
入
し
た
側
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
　
史
林
　
六
九
巻
二
号
　
一
九
八
六
年
三
月

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

宗
教
改
革
研
究
は
、
B
・
メ
ラ
ー
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

『
帝
国
都
市
と
宗
教
改
革
』
以
来
、

宗
教
改
革
と
都
市
と
い
う
テ
ー
マ
が
多
く
の
関
心
を
集
め
、
そ
の

結
果
、
ド
イ
ツ
の
宗
教
改
革
運
動
は
と
り
わ
け
都
市
で
活
発
で
あ
り
、
市
参
事
会
で
は
な
く
、
都
市
の
民
衆
に
担
わ
れ
た
運
動
で
あ
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
宗
教
改
革
の
意
義
を
当
時
の
社
会
状
況
と
の
関
連
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
に
す
る
な
ら
ば
、
改
革
が
主
と
し
て
都

市
に
ま
ず
広
が
っ
た
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
注
目
し
、
こ
の
点
を
従
来
の
研
究
の
論
点
か
ら
そ
の
意
義
を
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
メ
ラ
ー
の
主
張
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
「
南
ド
イ
ツ
帝
国
都
市
に
お
け
る
改
革
派
神
学
者
の
勝
利
は
、
ツ
ヴ
ィ
ン
グ
リ
・
ブ
ツ
ァ



シュトラースブルク宗教改革運動（渡辺）

1
の
独
特
な
、
都
市
に
合
致
し
た
神
学
と
、
南
ド
イ
ツ
に
お
い
て
と
く
に
活
発
で
あ
っ
た
（
支
配
者
と
被
支
配
者
間
の
一
体
感
と
い
う
）
ゲ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ッ
セ
ソ
シ
ャ
フ
ト
的
精
神
と
の
遭
遇
に
よ
っ
て
、
明
確
に
説
明
さ
れ
る
」
と
し
、
そ
れ
に
対
し
て
北
・
中
部
ド
イ
ツ
に
は
門
閥
都
市
が
多
く
、

ル
タ
ー
主
義
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
市
参
事
会
主
導
の
宗
教
改
革
」
な
る
も
の
は
、
例
外
的
に
し
か

存
在
し
な
い
、
と
主
張
し
た
。

　
こ
の
メ
ラ
ー
説
に
対
し
て
は
、
「
宗
教
改
革
を
一
四
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
の
都
市
内
闘
争
の
一
環
」
と
捉
え
る
立
場
か
ら
、
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

・
修
正
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
批
判
の
例
と
し
て
、
こ
こ
で
は
改
革
派
神
学
老
ブ
ツ
ァ
ー
を
擁
し
、
ま
た
メ
ラ
ー
も
都
市
宗
教
改
革
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

一
般
と
の
関
連
に
お
い
て
重
視
し
て
い
る
南
ド
イ
ツ
の
帝
国
都
市
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
を
検
討
し
て
、
メ
ラ
ー
説
を
批
判
し
た
、
T
・
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ラ
デ
ィ
の
見
解
を
と
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
彼
は
プ
ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
ヅ
ク
な
分
析
方
法
を
用
い
て
、
都
市
門
閥
層
と
富
裕
商
入
層
と
が
同
質
の
統
治
階
層
を
形
成
し
、
ま
た
教
会
や
近

隣
の
封
建
支
配
層
と
癒
着
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
事
実
か
ら
、
ブ
ラ
デ
ィ
は
、
統
治
階
層
に
と
っ
て
、
宗
教
改
革
と
は

教
会
を
犠
牲
に
し
た
、
都
市
民
衆
へ
の
譲
歩
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
自
ら
の
支
配
体
制
の
維
持
を
は
か
っ
た
の
だ
、
と
す
る
。
つ
ま
り
彼

は
、
市
当
局
を
中
心
と
す
る
統
治
階
層
と
教
会
と
の
強
い
結
び
つ
き
か
ら
は
、
統
治
階
層
が
進
ん
で
宗
教
改
革
を
支
持
し
た
と
は
考
え
に
く
い

と
し
、
メ
ラ
ー
の
説
く
、
統
治
階
層
と
都
市
民
衆
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
る
と
い
う
「
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
精
神
」
な
る
も
の
を
批
判
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

修
正
を
求
め
、
そ
の
都
市
像
を
「
都
市
に
つ
い
て
の
著
し
く
理
想
化
さ
れ
た
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
考
え
方
」
と
批
判
す
る
。
同
時
に
メ
ラ
ー
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
⑧

こ
の
都
市
を
従
来
の
個
別
研
究
に
基
い
て
「
市
参
事
会
主
遵
の
宗
教
改
革
」
が
行
な
わ
れ
た
例
外
で
あ
る
と
す
る
点
も
、
否
定
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
彼
の
分
析
は
、
統
治
階
層
の
実
態
と
そ
の
宗
教
改
革
へ
の
対
応
に
む
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
ら
に
教
会
を
犠
牲
に
さ
せ
、

譲
歩
さ
せ
た
と
い
う
、
都
市
民
衆
の
宗
教
改
革
運
動
の
昂
揚
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
検
討
が
行
な
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
一

五
二
五
年
以
降
に
は
、
統
治
階
層
も
宗
教
改
革
に
適
応
し
、
「
市
参
事
会
主
導
の
宗
教
改
革
」
と
い
う
側
面
も
存
在
し
た
、
と
ブ
ラ
デ
ィ
は
論

　
　
　
　
　
⑨

及
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
先
の
統
治
階
層
の
教
会
と
の
癒
着
関
係
の
指
摘
や
、
そ
の
改
革
へ
の
対
応
の
評
価
と
、
ど
う
整
合
さ
れ
る
の
か
不
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明
で
あ
り
、
疑
問
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
ブ
ラ
デ
ィ
の
研
究
を
も
っ
て
代
表
さ
せ
た
よ
う
な
、
統
治
階
層
と
都
市
民
衆
と
の
対
抗
関
係
と
い
う
視
角
か
ら
宗
教
改
革
運
動
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

改
革
思
想
の
果
し
た
役
割
を
捉
え
よ
う
と
す
る
視
角
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
ブ
ラ
デ
ィ
の
研
究
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
、
都
市
民
衆
の
改
革
運
動
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
主
張
や
改
革
運
動
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

未
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
る
。
と
く
に
都
市
民
衆
の
運
動
が
、
市
当
局
や
統
治
階
層
と

い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
か
と
い
う
視
点
か
ら
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
都
市
民
衆
の
改
革
運
動
の
実
態
に
つ
い
て

検
討
す
る
な
ら
ば
、
決
し
て
そ
れ
を
一
つ
の
も
の
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
都
市
民
衆
の
改
革
運
動
の
実
態
と
、
そ
の
主
張
を
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
に
つ
い
て
、
検
討
し
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
課
題
と
す
る
。
そ
れ
は
こ
の
都
市
を
舞
台
と
し
た
改
革
運
動
の
成
果
、
お
よ
び
こ
の
都
市
の
改
革
派
神
学
者
が
、
西
南
ド
イ
ツ
諸
都
市
、
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ら
に
は
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
な
ど
に
与
え
た
影
響
を
考
え
る
と
き
、
こ
の
都
市
の
改
革
運
動
の
検
討
は
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の

際
、
同
時
に
市
当
局
と
の
関
連
に
焦
点
を
置
い
て
考
察
し
、
従
来
、
評
価
の
分
か
れ
て
い
た
市
当
局
の
宗
教
改
革
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
触
れ

る
こ
と
に
す
る
。
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③
　
じ
q
．
諸
o
o
＝
①
び
沁
ミ
轟
題
封
翫
馬
ミ
ミ
鵠
爵
§
“
・
ミ
帖
§
噛
お
㊦
b
。
（
以
下
、
肉
円
き
㍗

　
讐
ミ
．
と
略
す
）

②
　
宗
教
画
輩
－
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
中
村
賢
二
郎
「
『
宗
教
改
革

　
と
都
市
』
研
究
史
」
申
村
・
倉
塚
編
『
宗
教
改
革
と
都
市
』
刀
水
叢
房
、
一
九
入

　
一
二
、
森
田
安
一
門
寒
激
改
革
史
研
…
究
の
手
引
」
R
・
シ
ュ
ト
ク
ッ
ペ
リ
ヒ
・
森
田

　
訳
『
ド
イ
ツ
宗
教
改
革
史
研
究
』
ヨ
ル
ダ
ン
社
、
一
九
八
四
、
西
規
正
雄
編
『
ド

　
イ
ツ
史
研
究
入
門
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
、
参
照
。

③
鼠
o
o
＝
o
さ
尋
笥
雷
恥
ミ
ミ
ニ
ω
噂
Φ
刈

④
閃
。
≦
。
ω
。
ユ
ぴ
器
ひ
目
δ
勾
。
h
o
「
旨
p
ユ
9
】
霧
p
ω
0
9
巴
憲
。
＜
。
ヨ
8
ご
≦
・

嵐
。
目
ヨ
。
・
曾
（
国
σ
Q
■
）
恥
封
ミ
ミ
薦
ミ
ミ
§
§
ミ
凝
§
N
§
駄
ミ
肉
書
§
§
欺
§
■

一
り
謬
や
“
c
。

⑤
切
．
諸
o
o
＝
2
ω
富
簿
ロ
民
切
口
。
ど
竃
。
ヨ
ヨ
ω
⑦
戸
愚
．
ミ
‘
ω
．
昏
。
刈

⑥
8
＞
’
導
駐
ざ
寄
ミ
慧
偽
9
騒
惨
知
鴨
鷺
ミ
や
ミ
ミ
暮
恥
沁
§
臓
ミ
ミ
帖
§
ミ

　
§
縛
§
魯
婁
嚇
．
δ
刈
。
。
（
以
下
、
勘
ミ
§
職
G
ミ
舞
と
略
す
）

⑦
N
ミ
3
や
。
。

⑧
　
竃
O
巴
一
①
さ
霜
起
ミ
鴇
封
ミ
｛
ω
．
b
o
α

⑨
b
コ
窮
α
ざ
沁
ミ
慧
偽
9
蕊
防
．
噛
娼
や
お
O
I
昏
。
O
ρ
b
。
8
1
。
。

⑩
た
と
え
ば
、
H
〈
’
O
器
二
二
N
㌧
ω
3
α
酔
琶
α
切
①
8
§
騨
試
。
費
ω
3
鼠
昌
山



〉
亀
σ
q
魯
g
島
2
．
悶
。
冨
。
『
三
σ
q
・
…
」
篭
ミ
ミ
凝
ぐ
鴻
§
｝
、
こ
ミ
ミ
§
薦
羽
も
ミ
“
ミ
馬
刈
Φ
博

一
ψ
○
。
㎝
参
照
。
　
ま
た
P
・
ブ
リ
ッ
ク
レ
は
、
　
こ
の
よ
う
な
統
治
階
層
と
都
市
民
衆

の
対
抗
関
係
を
重
視
す
る
研
究
を
整
理
・
包
摂
し
て
、
農
村
を
含
め
た
統
一
的
な

把
握
を
試
み
て
い
る
。
彼
は
　
三
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
、
都
帯
・
農
村

に
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
い
う
自
治
組
織
が
成
立
・
展
開
し
た
こ
と
に
着
目
し
て
、
そ
の

視
点
か
ら
都
市
・
農
村
の
一
連
の
運
動
を
捉
え
よ
う
と
し
、
都
市
の
宗
教
改
革
運

動
も
そ
の
一
環
と
す
る
。
そ
し
て
都
市
と
農
村
は
、
共
同
体
と
し
て
の
糞
造
に
は

大
差
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
宗
教
改
革
運
動
は
農
村
に
も
拡
が
っ
た
と
い
う

見
通
し
を
提
示
し
て
い
る
。
勺
・
し
σ
賦
鼻
一
ρ
b
紬
需
爵
§
～
黛
篭
。
嵩
画
§
葡
職
ミ
・

一
の
○
。
b
σ
い
織
。
こ
b
偽
ミ
魯
ぎ
＄
黒
ミ
封
£
ミ
野
一
㊤
G
。
一

⑪
　
こ
の
都
市
の
宗
教
改
革
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
石
引
正
志
「
マ
ル
チ
ィ
ン

　
・
ブ
ツ
ァ
ー
の
権
力
統
治
観
」
『
史
学
雑
誌
』
八
七
・
一
九
七
八
、
出
村
彰
「
カ

　
ル
ヴ
ァ
ン
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
膨
．
代
」
1
・
H
『
東
北
学
院
大
学
論
集
』
四
一
、

　
一
九
山
ハ
一
一
、
　
闘
五
、
　
一
九
轟
ハ
四
、
出
村
彰
閏
、
ス
イ
ス
虐
調
教
改
輩
－
由
入
研
鹿
九
』
門
P
塞
基

　
督
教
団
出
版
局
、
　
一
九
七
一
、
富
本
健
輔
『
宗
教
改
輩
運
動
の
展
鵬
』
風
間
書

　
虜
、
～
九
六
五
、
中
谷
博
幸
「
マ
ル
チ
ィ
ン
・
ブ
ツ
ァ
…
と
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル

　
ク
ミ
サ
廃
・
止
」
『
史
林
目
』
山
ハ
ご
一
－
一
一
～
、
　
一
九
八
○
、
参
昭
加
。

　
　
ま
た
こ
の
都
市
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
賢
刃
。
け
計
U
＄
ω
o
韓
。
①
ω
α
①
｝
一
｝
μ
お
8
搾
。

　
自
o
o
Q
＃
嚢
。
ω
σ
o
琴
α
Q
四
q
×
＜
H
。
ω
一
言
。
一
①
∴
9
ミ
魯
ミ
い
薦
§
昏
8
馬
ミ
悉
ミ
鴫
§
賊
翫
裳

　
×
ミ
偽
無
価
丸
馬
．
一
り
謡
参
照
。

二
　
改
革
思
想
の
伝
播

シェFラースブルク宗教改革運動（渡辺）

　
ま
ず
こ
の
都
市
へ
の
改
革
思
想
の
伝
播
か
ら
検
討
し
、
さ
ら
に
都
市
民
衆
の
運
動
と
関
連
す
る
改
革
思
想
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
あ
わ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
都
市
で
は
既
に
一
五
一
九
年
に
、
ル
タ
ー
の
著
作
が
流
布
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
都
市
の
出
版

愚
老
に
よ
っ
て
、
一
五
一
九
年
に
は
四
つ
の
著
作
、
翌
年
に
は
一
四
の
著
作
が
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
『
キ
リ
ス
ト
教
界

の
改
善
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
毘
の
キ
リ
ス
ト
教
貴
族
に
与
う
』
（
一
五
二
〇
）
も
含
ま
れ
て
い
如
・

　
こ
の
著
作
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
宗
教
改
革
思
想
の
根
幹
で
あ
る
信
仰
義
認
説
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
聖
書
主
義
と
万
人
祭
司
主
義
が
説
か

れ
た
後
に
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
ど
の
都
市
も
そ
れ
ぞ
れ
、
共
同
体
（
O
。
B
畳
目
）
全
員
の
中
か
ら
学
識
あ
る

篤
信
の
市
民
を
選
出
し
、
こ
の
人
に
主
任
司
祭
の
職
務
を
ゆ
だ
ね
、
共
同
体
の
費
用
で
彼
の
生
活
を
維
持
し
、
妻
帯
す
る
か
否
か
は
彼
の
自
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

意
志
に
ゆ
だ
ね
る
よ
う
に
す
る
」
。
こ
れ
は
「
教
会
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
原
理
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
示
し
て
い
る
文
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
ま
た
こ
の
書
は
、
都
市
を
対
象
と
し
て
乞
食
の
禁
止
や
学
校
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
り
、
「
都
市
の
宗
教
改
革
」
に
穿
き
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⑤

く
関
わ
る
内
容
も
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
ブ
ツ
ァ
ー
が
こ
の
著
作
を
、
一
五
二
三
年
以
降
の
そ
の
公
式
活
動
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
取
り
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
著
作
が
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
民
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
改
革
思
想
は
書
物
以
外
の
手
段
に
よ
っ
て
も
伝
達
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
中
で
は
、
改
革
派
神
学
者
た
ち
の
説
教
が
主
役
を

　
　
　
　
　
　
　
⑦

務
め
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
都
市
で
の
福
音
主
義
的
な
説
教
に
つ
い
て
は
、
一
五
一
一
一
年
の
聖
王
レ
ソ
ツ
教
会
の
説
教
師
M
・
ツ
ェ
ル
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

そ
れ
が
、
最
初
の
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
改
革
派
神
学
者
、
俗
人
説
教
老
た
ち
の
思
想
・
主
張
は
そ
れ
ぞ
れ
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

こ
の
都
市
の
改
革
派
指
導
者
は
、
一
五
二
三
年
以
降
は
ブ
ツ
ァ
ー
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
彼
の
こ
の
時
期
の
主
要
著
作
か
ら
そ
の
主
張
を

検
討
し
て
、
改
革
派
の
主
張
・
思
想
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
彼
は
、
ヴ
ァ
イ
セ
ン
ブ
ル
ク
の
「
キ
リ
ス
ト
教
市
参
事
会
と
ゲ
マ
イ
ン
デ
」
に
宛
て
た
『
説
教
の
概
要
』
（
一
五
二
三
）
の
中
で
、
信
仰
義
認

説
と
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
聖
書
主
義
、
万
人
祭
司
主
義
を
説
き
、
教
会
批
判
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
宗
教
改
革
に
着
手
し
た
こ
の
都
市

の
市
当
局
と
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
対
し
て
、
「
あ
な
た
方
は
誰
に
よ
っ
て
も
、
た
と
え
そ
れ
が
教
皇
で
あ
れ
司
教
で
あ
れ
、
王
や
皇
帝
で
あ
っ
て
も
、

〔
こ
の
信
仰
を
〕
妨
げ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
あ
な
た
方
は
主
の
言
葉
を
忠
実
に
明
瞭
に
説
く
者
を
、
一
人
あ
る
い
は
数
人
求
め
る
べ

　
　
　
⑩

き
で
あ
る
」
と
し
、
聖
書
か
ら
引
用
し
て
「
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
あ
る
事
柄
が
事
実
か
偽
り
か
を
判
断
す
る
権
利
が
、
あ
な
た
方
に
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
偽
り
を
廃
し
真
実
を
確
立
す
る
こ
と
も
、
あ
な
た
方
の
権
利
な
の
で
あ
る
」
と
説
い
て
い
る
。
ま
た
別
の
著

作
で
は
、
同
様
に
万
人
祭
司
主
義
を
説
い
た
後
、
公
会
議
の
歴
史
を
示
し
て
、
諸
侯
と
都
市
勲
Φ
h
霞
珍
Φ
昌
ぎ
α
8
8
ヨ
呂
Φ
詳
に
、
正
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

教
え
を
確
立
す
る
た
め
に
公
聴
会
α
喩
曾
窪
。
ロ
鶏
く
Φ
昏
曾
を
開
く
よ
う
勧
め
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
は
「
教
会
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
原
理
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
こ
こ
で
い
う
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
は
、
社
会
層
と
し

て
の
、
あ
る
い
は
教
区
、
都
市
な
ど
の
、
現
実
に
存
在
す
る
個
別
共
同
体
で
あ
り
、
ブ
ツ
ァ
ー
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
は
、
教
会
ゲ
マ

イ
ン
デ
を
真
の
信
老
を
含
む
類
集
体
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
把
握
し
て
い
た
、
と
言
え
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
世
俗
権
力
の
役
割
が
注
臼

さ
れ
る
こ
と
も
、
こ
の
例
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
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シュトラースブルク宗教改革運動（渡辺）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
彼
は
、
ま
た
『
何
人
も
自
分
の
為
で
な
く
、
他
の
人
の
為
に
即
く
べ
き
こ
と
…
…
』
（
一
五
二
三
）
の
中
で
は
、
ま
ず
、
主
の
善
を
示
す
た
め

に
、
人
は
信
仰
に
よ
り
主
の
栄
光
を
こ
の
世
に
実
現
す
る
道
具
と
な
り
、
隣
人
愛
を
実
践
す
べ
き
こ
と
を
説
く
。
彼
は
そ
こ
か
ら
職
分
論
を
述

べ
て
い
る
。
ま
ず
使
徒
の
職
が
「
何
人
か
の
特
別
の
人
に
で
は
な
く
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
、
肉
的
で
は
な
く
霊
的
に
、
そ
し
て
永
生
の
幸
福
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
ら
す
の
に
仕
え
る
が
故
に
」
最
高
に
し
て
完
全
な
職
で
あ
る
と
す
る
。
次
に
世
俗
権
力
の
職
が
位
置
す
る
。
そ
の
任
務
は
「
外
的
な
〔
事
柄
〕

に
お
い
て
、
良
き
秩
序
と
平
和
を
維
持
し
、
敬
慶
な
者
は
後
援
し
、
不
敬
な
者
は
罰
に
よ
っ
て
敬
慶
な
老
に
害
を
な
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

に
あ
る
。
さ
ら
に
〔
中
略
〕
そ
の
奉
仕
は
全
て
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
む
け
ら
れ
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
平
和
と
法
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幸
福
を
も

　
　
⑮

た
ら
す
」
こ
と
で
あ
る
。

　
先
と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
世
俗
権
力
が
ゲ
マ
イ
ソ
デ
に
負
っ
て
い
る
任
務
は
、
主
の
言
葉
と
律
法
を
説
く
こ
と
で
は
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

主
の
戒
め
に
則
し
て
統
治
し
、
そ
の
力
で
も
っ
て
主
の
言
葉
に
道
を
開
く
こ
と
を
助
け
る
こ
と
に
あ
る
」
、
ま
た
「
主
の
言
葉
が
民
に
提
供
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

れ
る
」
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
「
キ
リ
ス
ト
教
市
当
局
と
公
権
。
げ
駐
窪
。
げ
興
ヨ
9
α
p
蜂
H
9
け
く
巳
。
び
①
艮
鼠
ご
の
責
務
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。
彼
は
世
俗
権
力
と
教
権
の
権
能
の
区
別
に
注
意
を
払
い
つ
つ
も
、
世
俗
権
力
が
宗
教
の
領
分
で
も
重
要
な
責
任
を
担
う
べ
き
だ
と

し
て
い
る
。

　
彼
は
こ
の
よ
う
に
、
当
初
、
宗
教
的
共
同
体
と
政
治
的
共
同
体
の
領
域
を
重
ね
あ
わ
せ
て
い
た
。
使
徒
職
と
世
俗
権
力
は
協
力
し
て
、
共
同

体
を
聖
化
す
る
こ
と
、
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
の
宗
教
改
革
に
お
い
て
、
ブ
ツ
ァ
ー
ら
改
革
派
神

学
者
は
、
世
俗
的
な
秩
序
の
維
持
ぽ
か
り
で
な
く
、
教
会
の
改
革
に
対
し
て
も
、
市
当
局
の
積
極
的
な
同
意
と
協
力
を
不
可
欠
と
し
て
い
た
、

　
　
　
　
　
　
⑳

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
と
上
童
に
、
こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
ゲ
マ
イ
ソ
デ
（
共
同
体
）
と
い
う
概
念
の
多
義
性
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
改
革
派
、
と
く
に
ブ
ツ
ァ
ー
の
改
革
思
想
・
そ
の
主
張
に
対
し
て
、
受
容
し
た
側
、
つ
ま
り
都
市
民
衆
の
改
革
運
動
の
実
態
、

お
よ
び
そ
の
主
張
は
、
ま
た
市
当
局
の
対
応
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
次
に
、
こ
の
点
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
①
〉
・
切
二
三
炉
，
§
鷺
無
藁
鱈
ミ
ミ
謁
§
瞳
ミ
ミ
帖
§
§
9
二
色
曾
誌
黒
物
賊
団
贈
・
　
　
お
。
。
『
ω
幽
馬
食
（
以
下
、
ミ
薦
、
罫
ミ
●
と
略
す
）
鼠
§
ミ
器
§
砺
き
翁
、
㌦
ミ
N
馳
誉
ミ
…
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ヒ
む
ミ
N
ミ
§
§
習
8
翫
魯
駄
辱
o
N
ミ
ミ
8
塁
ミ
§
ミ
ミ
曽
§
恥
噛
｝
δ
｝
胆
§
ミ
ミ
肋
ミ
㌣

　
馬
ミ
馬
Q
§
恥
糺
．
ミ
翼
§
客
の
．
嵩
し
。
。
㊤
N
Z
。
ω
」
㊤
㍉
c
。
り
P
署
。
ω
念
8
歯
（
以
下
、

．
臨
§
馳
摩
と
略
す
）

②
．
尋
野
鞘
き
累
O
潰
8
”
〉
．
し
ご
窪
旨
b
馨
昌
昌
望
月
‘
ψ
？
G
。

⑧
窯
■
い
暮
7
0
5
＞
⇒
血
窪
O
げ
訟
斡
一
箆
δ
コ
〉
価
9
二
①
葺
ω
魯
興
窺
騨
怠
8
く
9
　

　
儒
。
ω
Ω
胃
｛
ω
鷺
ざ
ぴ
。
昌
ω
＄
p
ユ
霧
σ
霧
・
。
①
⊇
昌
α
q
い
一
睡
O
…
罫
ミ
一
酌
ト
ミ
ぎ
誌
§
唾
、
ぎ
．

　
咽
蕎
執
§
ミ
ミ
誉
感
魂
＆
馬
く
H
弘
。
。
㊤
ゆ
ω
■
豊
O
邦
訳
、
成
瀬
空
買
『
キ
リ
ス
ト
教
界

　
の
改
善
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
国
民
の
キ
リ
ス
ト
教
貴
族
に
与
う
』
（
『
世
界
の
名
著
・

　
ル
タ
ー
』
中
央
公
論
社
）
、
一
九
六
九
、
一
三
六
頁
。

④
ピ
β
9
①
さ
愚
．
鼠
譜
o
Q
噛
幽
9
P
成
瀬
訳
、
一
五
〇
頁
以
下
、
一
六
二
頁
以
下
。

⑤
　
廷
。
①
嵩
。
さ
需
ミ
さ
題
ミ
ミ
■
層
ω
．
ω
蟻

⑥
」
§
噛
、
“
§
勲
§
凌
b
鳥
ミ
豊
ぎ
的
“
ミ
ミ
§
■
し
ご
鳥
H
．
お
①
O
ω
．
。
。
器
剛
’
（
以
下
、

　
§
9
と
略
す
）

⑦
た
と
え
ば
、
塑
ω
。
凱
σ
器
び
肉
ミ
ミ
恥
魯
ぎ
曼
無
ミ
黛
偽
誉
ミ
ド
O
。
。
一
℃
』
窓

　
参
照
。
ま
た
書
物
に
よ
る
改
革
思
想
の
伝
播
を
め
ぐ
っ
て
は
、
前
出
の
鑑
。
①
＝
①
さ

　
ω
＄
鼻
琵
α
し
d
巳
『
の
他
、
鍔
開
α
鉱
霞
（
譲
σ
q
・
）
ミ
誌
魯
凄
蔑
壽
§
ミ
恥
§
い
§
ヤ

　
ミ
恥
ミ
§
N
§
壕
淘
爵
“
、
ミ
ミ
蝋
§
訂
ミ
．
同
り
。
。
H
参
照
。
こ
う
し
た
改
革
思
想
伝
達

　
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
、
都
市
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
宋
だ
研
究
は
進
ん
で
い
な

　
い
。
こ
の
都
帯
の
畠
版
業
を
中
心
と
し
た
、
文
化
活
動
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た

　
り
ρ
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勺
9
勺
三
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讐

　
ら
を
あ
げ
る
研
究
も
あ
る
。
そ
こ
で
は
℃
舞
最
覧
の
他
、
三
曲
に
つ
い
て
考
察

　
が
な
さ
れ
、
特
に
↓
ニ
ヨ
露
く
。
昌
ピ
嘱
5
は
、
ル
タ
ー
の
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キ
リ
ス
ト
教
貴
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に
与
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を
引
用
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、
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会
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
漂
理
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説
い
て
い
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い
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三
　
都
市
市
民
層
の
改
革
運
動

1

シュトラースブルク宗教改革運動（渡辺）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
宗
教
改
革
は
、
ま
ず
一
五
二
一
年
の
ツ
ェ
ル
の
福
音
説
教
の
開
始
か
ら
、
一
五
二
五
年
の
一
連
の
改
革
の
実
施
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

お
よ
び
農
民
戦
争
の
終
結
に
至
る
「
第
一
期
」
、
そ
れ
以
降
一
五
二
九
年
二
月
二
〇
日
の
市
内
ミ
サ
廃
止
ま
で
の
「
第
二
期
」
、
そ
し
て
一
五
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

八
年
一
一
月
三
日
「
暫
定
協
定
回
馨
Φ
鼠
B
」
の
受
諾
ま
で
の
「
第
三
期
」
、
に
区
分
で
き
る
。
都
市
民
衆
の
運
動
は
、
こ
の
中
で
第
一
期
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

く
に
一
五
二
四
一
二
五
年
に
集
中
し
、
以
後
四
七
年
ま
で
に
は
散
発
的
に
見
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
都
市
民
衆
の
運
動
を
検
討
す

る
た
め
に
、
ま
た
市
当
局
の
対
応
の
評
価
は
、
都
市
民
衆
の
運
動
と
の
関
連
で
行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
時
期
に
考
察
の
焦
点
を

あ
わ
せ
る
こ
と
に
す
る
。

　
こ
の
時
期
の
宗
教
改
革
運
動
は
、
次
の
三
点
を
軸
と
し
て
展
開
し
た
と
言
い
う
る
。
第
一
に
説
教
者
任
命
と
十
分
の
一
郭
の
利
用
権
を
め
ぐ

る
運
動
。
第
二
点
と
し
て
教
義
の
改
革
、
と
く
に
「
公
開
討
論
会
」
を
焦
点
と
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
と
の
対
決
に
関
す
る
運
動
、
な
ら
び
に

聖
像
撤
去
運
動
。
第
三
は
、
農
民
戦
争
期
に
お
け
る
市
内
の
対
応
、
で
あ
る
。

　
ま
ず
都
市
民
の
自
主
的
な
運
動
は
、
一
五
二
四
年
に
入
り
、
各
教
区
教
会
で
の
説
教
者
任
命
の
要
求
と
い
う
形
で
活
発
と
な
っ
た
。
そ
の
前

史
か
ら
み
て
お
く
と
、
一
五
二
一
年
、
前
述
の
ツ
ェ
ル
が
聖
ロ
レ
ン
ツ
教
区
教
会
で
福
音
主
義
的
な
説
教
を
行
な
っ
た
時
、
既
に
「
ク
ル
ベ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

街
に
住
む
指
物
師
」
ら
、
教
区
民
℃
h
錠
爵
貯
O
①
導
が
、
司
教
座
最
悪
参
事
会
の
圧
力
に
対
し
て
、
彼
を
擁
護
し
て
い
た
。
市
参
事
会
も
ツ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ル
を
保
護
し
、
二
年
後
に
も
彼
の
任
期
更
新
を
同
聖
堂
参
事
会
に
認
め
さ
せ
て
い
る
。
彼
の
家
で
行
な
わ
れ
て
い
た
「
ロ
マ
書
講
義
」
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

市
民
の
他
、
市
参
事
会
員
に
も
参
加
す
る
者
が
い
た
こ
と
は
目
を
引
く
。

　
し
か
し
、
教
区
民
が
司
牧
者
と
し
て
改
革
派
の
人
物
を
、
自
主
的
に
求
め
た
の
は
、
一
五
二
四
年
、
市
の
西
地
区
、
聖
ア
ウ
レ
リ
ア
教
区
民
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の
運
動
が
最
初
で
あ
る
。
こ
の
教
区
で
は
、
そ
の
前
年
に
説
教
師
ア
ル
ト
ビ
ッ
サ
ー
が
福
音
主
義
的
な
説
教
を
行
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

時
に
は
、
同
教
区
の
バ
ト
ロ
ナ
…
ト
（
教
会
庇
護
）
権
を
持
つ
聖
ト
マ
ス
聖
堂
参
事
会
に
よ
り
解
任
さ
れ
て
い
る
。
翌
一
五
二
四
年
に
な
っ

て
、
「
教
区
民
」
は
そ
の
後
任
が
「
教
皇
ら
の
権
威
・
教
え
を
持
ち
出
す
」
の
を
不
満
と
し
、
正
し
い
教
え
を
伝
え
る
人
と
し
て
、
ブ
ツ
ァ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
（
彼
は
妾
時
、
結
婚
し
て
破
門
さ
れ
、
市
民
と
し
て
市
の
保
護
を
受
け
て
い
た
）
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
彼
を
同
「
教
区
の
一
二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

家
」
が
、
「
自
ら
の
費
用
で
扶
養
す
る
」
と
し
て
い
る
点
は
、
こ
の
請
願
の
主
体
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

教
区
民
が
（
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
）
、
市
参
事
会
に
彼
の
任
命
を
要
黒
し
て
い
る
点
を
、
聖
堂
参
事
会
の
バ
ト
ロ
ナ
ー
ト
権
を
無

視
・
否
定
し
、
市
当
局
に
宗
教
の
領
分
で
の
責
務
を
促
す
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
教
区
民
の
要
求
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
三
月
二
一
日
付
請
願
で
は
「
彼
ら
〔
聖
堂
参
事
会
〕
は
、
私
た
ち
に
司
祭
を
選
ば
せ
る
〔
べ
き
で
あ
る
〕
。

い
っ
た
い
、
歴
然
に
し
て
聖
職
老
た
る
こ
と
を
自
称
す
る
彼
ら
は
、
こ
の
件
を
配
慮
し
彼
〔
司
祭
）
が
主
の
言
葉
を
説
教
す
る
時
に
は
彼
を
容
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

し
、
そ
う
で
な
い
時
に
は
罷
免
す
る
と
い
う
権
限
を
、
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
、
自
ら
の
費
用
で
賄
う
者
は
自
ら
で
選
任
す
る
と

　
　
　
　
　
⑫

主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
当
局
に
ブ
ツ
ァ
ー
の
司
祭
就
任
を
承
認
す
る
よ
う
求
め
た
、
四
月
二
日
付
の
請
願
書
で
は
、
袈
ト
マ
ス
聖
堂
参
事
業

が
教
区
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
市
当
局
の
意
向
に
従
う
と
回
答
し
た
と
し
て
、
「
私
た
ち
は
、
こ
の
彼
ら
の
答
え
に
基
い
て
、
同
日
〔
三
月
二
九
日
〕
我
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
ツ
ン
フ
ト
寄
り
合
い
室
に
集
ま
り
、
主
に
恩
寵
を
祈
り
、
そ
し
て
私
た
ち
一
同
一
致
し
て
、
つ
ま
り
私
た
ち
の
〔
教
区
の
〕
市
参
事
会
員
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

て
の
教
会
世
話
人
、
私
た
ち
の
教
区
の
全
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
、
司
祭
に
マ
ル
チ
ィ
ン
・
ブ
ツ
ァ
…
氏
を
選
ん
だ
」
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
市
参
事
会
は
、
聖
ト
マ
ス
聖
堂
参
事
会
が
そ
の
権
利
を
主
張
し
て
、
ブ
ツ
ァ
ー
の
選
任
に
反
対
・
抗
議
し
た
の
に
紺
し
、
市
は
「
名
誉
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

人
々
の
請
願
」
を
拒
否
で
き
な
い
と
答
え
、
四
月
四
日
、
ブ
ツ
ァ
ー
の
就
任
を
認
め
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
同
様
の
例
を
あ
げ
る
と
、
市
の
中
央
西
区
、
旧
聖
ペ
ー
タ
ー
教
区
で
は
、
一
五
二
四
年
六
月
に
、
そ
の
教
区
民
が
T
・
シ
ュ
ヴ
ァ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ル
ツ
を
司
祭
に
選
び
、
市
当
局
に
そ
の
承
認
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
請
願
で
は
、
「
さ
ら
に
、
私
た
ち
は
次
の
こ
と
を
希
望
す
る
。
　
つ
ま
り
私

た
ち
が
一
人
の
司
祭
を
選
び
、
獲
得
し
、
世
話
す
る
こ
と
を
。
私
た
ち
は
主
の
法
に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
お
い
て
他
に
は
選
べ
な
い
よ
う
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シュトラースブルク宗教改革運動（渡辺）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

な
人
を
選
ん
だ
。
そ
れ
は
学
者
に
し
て
派
生
、
か
つ
私
た
ち
の
兄
弟
に
し
て
市
民
で
あ
る
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
で
あ
る
」
、
さ
ら
に
一
四
世
紀
以
来
、

こ
の
教
区
の
バ
ト
ロ
ナ
ー
ト
権
は
複
雑
な
関
係
に
あ
っ
て
、
教
区
民
が
司
祭
を
選
ん
だ
こ
と
も
あ
る
と
主
張
し
、
教
区
民
の
任
命
を
正
当
な
権

　
　
　
　
　
⑲

利
と
し
て
い
る
。
教
区
民
は
改
革
以
前
か
ら
任
命
権
を
求
め
て
お
り
、
そ
の
要
求
は
改
革
思
想
に
正
当
性
の
根
拠
を
見
出
し
た
こ
と
、
が
読
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
れ
る
。
一
方
、
市
当
局
は
こ
こ
で
も
教
区
民
器
の
主
張
を
い
れ
て
、
旧
聖
ペ
ー
タ
ー
聖
堂
参
事
会
の
抗
議
を
退
け
て
い
る
。

　
次
に
時
期
は
前
後
す
る
が
、
こ
の
二
例
と
や
や
様
相
を
異
に
す
る
例
を
取
り
上
げ
る
。
一
五
二
四
年
三
月
、
市
参
事
会
に
市
の
北
部
に
あ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
新
聖
ペ
ー
タ
ー
教
区
で
、
「
教
区
民
」
が
カ
ピ
ト
を
司
祭
に
選
任
し
た
、
と
い
う
報
告
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
　
こ
れ
に
対
し
市
当
局
は
、
こ
の

よ
う
な
事
柄
は
市
の
許
可
を
得
て
の
み
、
為
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
し
て
介
入
を
決
定
し
た
。
つ
ま
り
先
の
二
例
と
違
い
、
教
区
民
は
予
め
市
の

認
可
を
得
て
い
な
か
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
市
当
局
は
、
一
方
で
教
区
民
の
行
動
に
干
渉
す
る
と
共
に
、
他
方
で
賢
聖
ぺ
…
タ
ー
聖
堂
参
事
会

と
の
交
渉
も
始
め
た
。
し
か
し
教
区
民
は
さ
ら
に
行
動
を
起
こ
し
た
。
三
月
二
一
日
、
二
百
名
を
越
す
「
教
区
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
」
が
市
長
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ク
の
も
と
へ
押
し
か
け
、
速
や
か
な
処
置
を
求
め
た
他
、
四
月
七
・
八
日
に
も
騒
擾
が
起
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
教
区
民
の
動
き
に
、
聖
堂
参

事
会
は
市
当
局
に
権
限
を
委
ね
、
そ
し
て
市
当
局
に
よ
っ
て
、
カ
ピ
ト
は
司
祭
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
つ
け
加
え
て
お
く
と
、
八
月
に
、
同
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

堂
参
事
会
は
カ
ピ
ト
の
罷
免
を
企
て
た
が
、
八
月
末
に
「
ゲ
マ
イ
ン
デ
」
が
蜂
起
し
、
逆
に
市
を
脱
出
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
新
盤
ベ
ー
タ
ー
教
区
で
の
事
態
か
ら
は
、
市
参
事
会
の
対
応
は
、
各
教
区
で
の
教
区
民
の
行
動
が
、
そ
れ
以
上
、
急
進
化
す
る
こ
と
を
回

避
す
る
と
い
う
意
図
か
ら
為
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
市
参
事
会
は
、
八
月
の
事
件
を
契
機
と

し
て
、
ツ
ン
フ
ト
を
代
表
す
る
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ン
に
、
ツ
ン
フ
ト
毎
に
投
票
さ
せ
、
市
当
局
が
市
内
九
つ
の
教
区
教
会
の
バ
ト
ロ
ナ
ー
ト
権
を
掌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

握
す
る
こ
と
を
、
決
定
さ
せ
て
い
る
。
説
教
者
任
命
権
に
つ
い
て
、
市
の
権
限
を
確
定
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
市
が
共
同
庇
護
権
し
か
握
れ

な
か
っ
た
二
教
区
に
つ
い
て
は
、
そ
の
教
会
を
「
建
物
の
老
朽
化
」
を
口
実
に
閉
鎖
し
、
後
に
は
教
区
自
体
を
解
体
し
て
、
市
の
権
限
を
貫
徹
し

　
　
⑳

て
い
る
。
こ
こ
に
は
都
市
民
に
対
す
る
予
防
・
譲
歩
と
ぽ
か
り
言
い
切
れ
な
い
、
積
極
的
な
姿
勢
を
市
当
局
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
説
教
者
任
命
に
つ
い
て
は
、
改
革
派
神
学
者
が
、
後
に
そ
の
立
場
の
弁
明
を
行
な
っ
て
い
る
。
『
説
教
者
の
弁
明
』
（
一
五
二
五
）
の
第
二
項
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で
、
彼
ら
は
「
第
二
に
、
説
教
を
さ
せ
る
為
に
、
市
参
事
会
は
〔
私
た
ち
を
〕
や
む
な
く
任
命
し
た
の
だ
と
、
〔
聖
堂
参
事
会
は
〕
私
た
ち
を
訴
え
て

い
る
。
事
実
は
、
真
実
を
熱
望
す
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
私
た
ち
を
選
び
、
求
め
、
市
参
事
会
が
、
公
権
と
し
て
私
た
ち
を
そ
れ
ら
に
任
じ
た
の
で

あ
る
。
私
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
者
の
義
務
か
ら
そ
の
職
を
引
き
受
け
た
。
こ
の
件
に
関
し
て
、
市
参
事
会
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
、
そ
し
て
私
た
ち
説
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

者
と
司
祭
は
、
正
当
な
資
格
と
権
利
を
持
っ
て
い
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
改
革
派
神
学
者
た
ち
は
、
こ
こ
で
ゲ
マ
イ
ン
デ
（
教
区
民
）
と
市

参
事
会
の
権
限
を
示
し
、
と
く
に
市
参
事
会
の
そ
れ
に
、
重
要
な
意
義
を
与
え
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　
次
に
、
同
じ
く
教
会
行
政
に
関
す
る
改
革
運
動
と
し
て
、
　
「
十
分
の
一
税
」
の
運
用
を
め
ぐ
る
運
動
を
検
討
す
る
。
ッ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
の
研

究
に
よ
る
と
、
一
五
二
四
一
二
五
年
期
の
請
願
は
、
改
革
派
の
説
教
者
の
任
命
と
自
治
、
と
く
に
「
十
分
の
一
室
」
の
運
用
権
の
要
求
に
集
中

　
　
　
　
　
　
⑳

し
て
い
る
と
言
う
。
一
五
二
三
年
一
一
月
、
市
の
北
区
、
聖
ア
ソ
ド
レ
ア
ス
教
区
に
住
む
菜
園
人
が
、
十
分
の
一
筆
に
「
不
満
」
を
表
明
し
た
こ

　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
不
満
が
運
動
と
な
る
の
は
、
翌
年
、
聖
ア
ウ
レ
リ
ア
教
区
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
教
区
は
、
菜
園
人
ツ
ン
フ
ト
員

が
大
半
を
占
め
る
新
市
域
の
教
区
で
、
十
分
の
一
斗
を
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
バ
ト
ロ
ナ
ー
ト
権
を
持
つ
聖
ト
マ
ス
聖
堂
参
事
会
に
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

し
て
さ
ら
に
そ
の
三
分
の
一
は
司
教
の
手
に
渡
っ
て
い
た
。
こ
の
教
区
で
は
、
先
の
ブ
ツ
ァ
ー
選
任
問
題
が
結
着
を
み
る
と
、
十
分
の
一
筆
の

運
用
に
、
運
動
の
焦
点
が
移
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
五
二
四
年
五
月
末
、
「
聖
ア
ウ
レ
リ
ア
教
区
民
」
は
、
聖
ト
マ
ス
霊
堂
参
事
会
に
、
十
分
の
一
型
を
徴
収
す
る
根
拠
を
示
す
よ
う
要
求
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

示
さ
れ
た
回
答
を
不
満
と
し
て
、
十
分
の
一
税
の
納
付
を
拒
否
し
た
。
こ
の
時
の
菜
園
人
側
の
主
張
を
み
る
と
、
聖
堂
参
事
会
の
示
し
た
根
拠

は
こ
の
教
区
と
関
係
が
な
い
こ
と
、
教
会
法
で
は
十
分
の
一
税
は
徴
収
さ
れ
た
教
区
に
帰
す
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
神
の
法
に
よ
れ
ば
そ
れ

は
主
の
言
葉
に
仕
え
る
者
、
貧
老
、
弱
者
に
与
え
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
を
あ
げ
て
、
教
区
の
権
利
を
述
べ
る
。
そ
し
て
税
自
体
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

教
区
の
不
幸
な
者
の
援
助
に
必
要
で
あ
る
と
し
、
聚
ア
ウ
レ
リ
ア
教
区
民
は
教
区
の
説
教
者
、
弱
者
の
為
に
そ
れ
を
用
い
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
件
に
関
し
て
も
・
市
参
妻
は
「
ζ
イ
ン
デ
の
幕
」
に
よ
り
仲
裁
に
あ
た
・
て
い
⑱
そ
し
て
農
民
馨
後
・
聖
ト
マ
ス
鑑
参

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

事
会
が
解
散
す
る
と
、
市
参
事
会
が
、
そ
の
他
の
財
産
と
共
に
救
貧
制
度
や
、
と
り
わ
け
学
校
制
度
の
資
金
に
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
教
区
民
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シェトラースブルク宗教改革運動（渡辺）

の
、
こ
の
税
の
教
医
で
の
運
用
と
い
う
主
張
は
、
市
の
政
策
に
吸
収
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
教
区
民
の
主
張
に
は
、
聖
書
や
教
会
法
か
ら
の
引
用
も
あ
り
、
改
革
派
説
教
者
ら
の
影
響
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

教
者
た
ち
の
十
分
の
一
税
に
対
す
る
見
解
を
み
る
と
、
ま
ず
ブ
ツ
ァ
ー
が
前
述
の
『
説
教
の
概
要
』
の
中
で
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
十

分
の
一
応
は
神
の
律
法
と
し
て
で
は
な
く
、
自
発
的
な
も
の
と
し
て
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
か
ら
集
め
ら
れ
、
主
の
言
葉
へ
の
霊
的
な
奉
仕
老
か
、
平
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
法
の
維
持
を
司
る
世
俗
権
力
に
、
受
け
取
ら
れ
る
の
が
正
し
い
、
と
。
こ
の
議
論
は
、
O
・
ブ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
の
「
聖
職
者
の
十
分
の
一
管

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
つ
い
て
」
（
一
五
二
四
）
に
、
よ
り
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
十
分
の
一
下
は
、
旧
約
聖
人
に
の
み
記
さ
れ
、
新
約
聖
書
に
は
記
述
が
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

が
故
に
、
そ
れ
は
も
は
や
人
を
拘
束
せ
ず
、
人
の
自
発
的
行
為
で
し
か
な
い
。
そ
の
正
当
な
受
け
取
り
手
は
、
ま
ず
「
福
音
を
伝
え
、
あ
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

は
キ
リ
ス
ト
老
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
先
頭
に
立
ち
、
役
立
つ
人
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
寡
婦
、
孤
児
、
老
人
、
病
人
な
ど
で
あ
る
。
君
侯
、
領
主
ら

は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
利
益
に
仕
え
る
限
り
で
、
こ
れ
を
受
け
取
る
権
利
を
持
つ
。
彼
ら
も
、
神
の
法
と
隣
人
愛
に
従
っ
て
ゲ
マ
イ
ソ
デ
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

正
し
く
扶
助
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
K
・
ヘ
デ
ィ
オ
は
、
「
十
分
の
一
税
に
つ
い
て
」
（
一
五
二
四
）
で
、
ブ
ツ
ァ
ー
と

心
様
の
職
分
論
を
述
べ
た
後
、
従
来
の
教
会
人
を
、
主
の
言
葉
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、
ゲ
マ
イ
ソ
デ
の
利
益
に
役
立
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
貧
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

で
も
な
い
、
と
批
判
す
る
。
十
分
の
一
税
は
、
新
約
聖
書
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
故
に
、
も
は
や
強
制
さ
れ
ず
、
彼
ら
教
会
人
に
与
え
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
⑳

の
は
正
し
く
な
い
。
当
時
の
状
況
、
　
つ
ま
り
農
民
戦
争
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
し
か
し
、
世
俗
権
力
が
十
分
の
一
婦
を
強
要
す
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ぼ
、
そ
れ
を
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
は
外
的
な
事
柄
で
、
魂
を
そ
こ
な
う
も
の
で
は
な
い
」
、
と
主
張
す
る
点
で
あ
る
。
　
ヘ
デ
ィ
オ
は
、

世
俗
権
力
は
ゲ
マ
イ
ソ
デ
の
利
益
を
配
慮
す
る
任
務
を
負
い
、
そ
の
臣
下
§
富
H
夢
窪
窪
を
父
の
よ
う
に
保
護
し
、
弱
者
を
世
話
す
る
の
で

あ
っ
て
、
暴
書
の
よ
う
に
十
分
の
一
町
を
要
求
す
る
の
で
は
な
い
、
と
し
て
い
る
。
教
区
民
の
要
求
は
、
こ
の
よ
う
な
改
革
派
神
学
者
の
主
張

に
則
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
教
区
民
は
、
十
分
の
一
撃
を
教
区
で
運
用
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
そ
の
要
求
は
市
参
事
会
へ
の
請
願
と
い
う
形
を
と
り
、
市
参
事
会
に

よ
っ
て
裁
決
さ
れ
た
。
教
区
民
は
、
十
分
の
一
望
に
つ
い
て
の
そ
の
要
求
を
完
全
な
形
で
は
実
現
で
き
な
か
っ
た
が
、
市
参
事
会
の
政
策
に
、
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そ
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
、
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
説
教
者
任
命
と
十
分
の
一
号
の
運
用
と
い
う
、
教
会
行
政
に
関
す
る
運
動
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
と
く
に
聖
ア
ゥ
レ
リ
ァ
、

新
品
ペ
ー
タ
ー
教
区
な
ど
で
、
改
革
男
神
学
者
の
主
張
に
則
し
た
要
求
、
運
動
が
活
発
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
十
分
の
一
塁

に
対
す
る
不
満
、
あ
る
い
は
旧
聖
ぺ
…
タ
ー
教
区
の
例
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
説
教
者
の
獲
得
、
選
任
の
問
題
は
、
宗
教
改
革
以
前
に
も
教
区

民
に
と
っ
て
懸
案
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
改
革
派
神
学
者
の
主
張
は
、
か
れ
ら
に
論
拠
を
提
供
し
た
と
言
え
よ
う
。
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次
に
教
義
の
改
革
、
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
と
の
対
決
に
関
す
る
事
件
を
考
察
す
る
。
こ
の
問
題
で
は
、
運
動
は
公
開
討
論
会
の
開
催
の
要
求
を

軸
と
し
て
展
開
し
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
公
開
討
論
会
に
つ
い
て
は
、
メ
ラ
ー
が
、
こ
れ
を
都
市
宗
教
改
革
の
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

な
方
式
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
、
重
視
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
公
開
討
論
会
」
と
は
、
世
俗
権
力
に
よ
る
主
催
、
聖
書
主
義
、
　
一
般
民
衆

の
参
加
、
ド
イ
ツ
語
の
使
用
、
そ
の
決
定
の
法
的
確
認
、
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
こ
の
方
式
は
、
形
式
的
に
せ
よ
、
万
人
祭
司
主
義
、
教
会
の

ゲ
マ
イ
ン
デ
原
理
を
具
現
化
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
そ
れ
は
都
市
内
の
平
和
・
統
一
の
維
持
と
い
う
政
治
的
機
能
も
持
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

こ
の
よ
う
に
彼
は
捉
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
こ
で
は
、
こ
の
公
開
討
論
会
を
め
ぐ
る
改
革
運
動
の
動
向
を
中
心
に
、
都
市
民
衆
、
市
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当
局
の
対
応
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
こ
の
都
市
で
は
、
ま
ず
一
五
二
三
年
に
、
ツ
ェ
ル
と
カ
ピ
ト
が
討
論
会
の
開
催
を
求
め
て
い
た
。
ツ
ェ
ル
は
、
自
分
た
ち
に
対
す
る
批
難
に

対
し
「
聖
書
に
依
り
な
が
ら
」
自
己
の
正
当
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
「
市
参
事
会
」
に
公
け
の
場
所
で
の
討
論
会
を
求
め
た
。
彼
は
そ
れ
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イ
ツ
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明
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か
に
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る
と
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
不
満
を
鎮
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
、
と
提
案
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

カ
ピ
ト
も
同
様
の
内
容
を
、
数
名
の
市
民
の
協
賛
を
得
て
、
請
願
し
て
い
た
。
　
こ
こ
で
紹
介
し
た
請
願
内
容
は
、
　
メ
ラ
ー
の
主
張
し
て
い
る

「
公
開
討
論
会
方
式
」
の
特
徴
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
同
様
の
主
張
は
、
さ
ら
に
翌
年
三
月
の
、
五
人
の
改
革
派
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

学
老
連
名
に
よ
る
請
願
書
や
、
市
参
事
会
と
ヘ
デ
ィ
オ
・
ツ
ェ
ル
ら
と
の
交
渉
に
お
い
て
も
、
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
さ
て
市
参
事
会
は
、
こ
れ
ら
の
請
願
や
提
案
を
受
け
て
、
司
教
・
各
聖
堂
参
事
会
に
対
し
、
討
論
会
に
参
加
す
る
よ
う
交
渉
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
司
教
側
が
教
会
全
体
に
関
わ
る
こ
と
を
こ
の
様
な
形
で
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
し
て
拒
否
し
た
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

実
現
を
み
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
市
民
側
の
対
応
を
検
討
す
る
と
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
会
修
道
士
C
・
ト
レ
ー
ガ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
出
版
を
機
に
、
市
民
が
行
動
を
起
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
て
い
る
。
彼
は
、
条
件
付
き
で
、
討
論
会
に
応
じ
る
と
述
べ
た
改
革
派
攻
撃
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
版
し
て
い
た
が
、
結
局
、
討
論
会
を
拒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

み
、
市
を
退
去
し
て
い
た
。
そ
の
彼
が
、
再
び
一
五
二
四
年
八
月
末
に
、
改
革
派
を
批
判
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
出
版
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

が
「
各
ツ
ン
フ
ト
」
で
読
ま
れ
る
と
、
九
月
五
日
、
四
百
名
以
上
の
「
市
民
か
ら
な
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
集
団
」
が
、
修
道
院
に
侵
入
し
捜
索
、

ト
レ
ー
ガ
ー
の
他
、
あ
わ
せ
て
八
五
名
の
旧
教
派
修
道
士
ら
を
拉
致
し
た
。
こ
の
時
、
市
参
事
会
は
事
態
を
収
拾
す
る
た
め
、
二
名
の
代
表
を

派
遣
し
た
が
、
失
敗
し
た
。
結
局
、
市
長
ミ
ー
ク
自
ら
が
、
ゲ
マ
イ
ソ
デ
に
市
民
宣
誓
を
思
い
出
さ
せ
、
叱
績
す
る
と
共
に
、
市
民
委
員
会
を

作
・
て
・
そ
の
要
求
を
文
霧
で
提
出
す
る
よ
う
命
じ
た
こ
と
に
よ
そ
・
沈
静
化
に
成
功
し
て
い
如
・
し
か
し
・
な
お
も
そ
の
習
・
「
下
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

民
℃
α
び
①
ご
と
呼
ば
れ
る
二
百
名
前
後
の
者
が
、
二
つ
の
修
道
院
を
略
奪
し
た
。
こ
れ
は
武
力
で
鎮
圧
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
間
の
事
情
を
、
九
月
十
日
付
の
「
市
民
委
員
会
」
の
請
願
書
か
ら
み
て
み
る
と
、
彼
ら
「
ゲ
マ
イ
ナ
ー
市
民
σ
q
Φ
B
Φ
冒
撰
び
晋
σ
q
Φ
旨
」

54　（206）



シェトラースブルク宗教改革運動（渡辺）

は
、
市
参
事
会
に
、
ト
レ
ー
ガ
ー
ら
と
改
革
派
神
学
者
と
の
ド
イ
ツ
語
討
論
会
の
開
催
を
求
め
、
ま
た
「
放
縦
な
人
々
」
の
行
動
に
言
及
し
て
、

「
市
民
び
霞
σ
q
Φ
罎
」
は
、
彼
ら
の
行
動
を
福
音
に
災
い
を
な
す
も
の
と
し
て
、
許
さ
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ト
レ
！
ガ
ー
の
不
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

も
あ
げ
て
、
彼
ら
「
下
層
民
」
に
対
す
る
寛
恕
も
願
っ
て
は
い
る
。
ま
た
別
の
史
料
か
ら
は
、
こ
れ
が
全
ツ
ン
フ
ト
の
声
明
で
あ
り
、
彼
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

福
音
と
市
参
事
会
に
従
う
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
こ
と
、
司
祭
ら
の
市
民
化
を
願
っ
て
い
る
こ
と
、
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
市
民
委
員
会
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

各
ツ
ン
フ
ト
か
ら
三
名
ず
つ
、
計
、
六
〇
名
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
判
明
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ト
レ
ー
ガ
ー
事
件
を
め
ぐ
っ
て
は
、
都
市
民
の
中
に
行
動
を
異
に
す
る
集
団
が
存
在
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
は
、

「
ゲ
マ
イ
ナ
ー
市
民
」
を
称
す
る
、
ツ
ン
フ
ト
を
中
心
に
活
動
し
た
人
々
で
あ
り
、
彼
ら
は
、
市
民
宣
誓
に
拘
束
さ
れ
、
そ
の
要
求
を
市
民
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

員
会
を
通
じ
て
市
に
提
示
し
て
い
る
。
他
方
は
、
別
の
史
料
に
「
奉
公
人
σ
q
＄
ぢ
α
①
や
よ
そ
者
の
傭
兵
」
と
記
述
さ
れ
た
「
下
層
民
」
の
集
団

で
、
市
内
の
状
況
に
乗
じ
て
修
道
院
を
襲
い
、
弾
圧
さ
れ
て
い
る
。
前
者
が
改
革
運
動
の
中
心
を
な
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

グ
ル
ー
プ
は
、
ド
イ
ツ
語
討
論
会
に
よ
っ
て
真
実
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
、
ま
た
、
後
に
は
、
一
二
名
の
市
参
事
会
員
の
他
に
「
各
ツ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

フ
ト
」
か
ら
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ン
と
ゲ
マ
イ
ソ
デ
員
を
一
名
ず
つ
参
加
さ
せ
て
、
討
論
会
を
行
な
う
よ
う
、
再
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
な
ど
か

ら
、
そ
の
主
張
は
、
万
人
祭
司
主
義
、
「
教
会
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
原
理
」
に
基
い
て
、
改
革
を
進
め
、
そ
こ
に
自
ら
の
意
見
を
反
映
さ
せ
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
市
参
事
会
は
、
こ
の
騒
擾
後
も
、
司
教
・
修
道
院
側
に
、
討
論
会
に
参
加
す
る
よ
う
交
渉
し
て
い
た
。
し
か
し
、
同
時
に
「
五
人
委
員
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
作
っ
て
「
市
民
委
員
会
」
の
請
願
を
審
議
し
、
こ
れ
を
却
下
し
て
い
る
。
こ
の
「
五
人
委
員
会
」
の
構
成
員
は
、
い
ず
れ
も
「
新
教
派
」
ど

さ
れ
る
市
参
事
会
員
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
決
定
は
、
市
参
事
会
独
自
の
立
場
を
示
す
も
の
と
し
て
、
注
目
さ
れ
る
。
市
当
局
は
、
市
内
平
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
維
持
を
布
告
し
、
そ
れ
を
各
ツ
ン
フ
ト
寄
り
合
い
所
で
読
み
上
げ
さ
せ
る
と
共
に
、
「
市
民
委
員
会
」
の
行
な
っ
た
再
提
案
も
却
下
、
公
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

討
論
会
自
体
を
当
分
開
か
な
い
と
決
定
し
た
。
結
局
、
市
参
事
会
は
、
ト
レ
ー
ガ
ー
に
罰
金
を
課
し
た
後
に
釈
放
し
、
彼
と
改
革
派
神
学
者
双

方
に
、
文
書
に
よ
る
意
見
陳
述
を
行
な
わ
せ
、
そ
れ
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
結
着
を
つ
け
て
い
る
。
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こ
の
ト
レ
ー
ガ
i
事
件
の
後
、
市
内
の
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
は
勢
力
を
失
い
、
一
連
覇
改
革
が
実
施
さ
れ
た
。
既
に
、
日
曜
以
外
の
祝
臼
は
廃

　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞍

止
さ
れ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
市
の
寄
進
し
た
基
金
に
よ
る
ミ
サ
が
廃
止
と
な
り
、
そ
の
他
の
ミ
サ
も
制
限
を
受
け
た
。
ま
た
修
道
院
の
解
散
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

聖
職
老
に
帯
民
権
の
取
得
が
義
務
付
け
ら
れ
る
な
ど
、
一
連
の
改
革
が
、
た
し
か
に
司
教
座
聖
堂
参
事
会
の
例
外
扱
い
や
、
私
的
な
ミ
サ
の
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

続
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
未
だ
不
完
全
で
は
あ
っ
た
が
、
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
で
は
、
俗
人
の
参
加
の
下
に
、
教
義
の
問
題
を
討
論
し
、
宗
教
改
革
を
決
定
す
る
と
い
う
「
公
開
討
論
会
」
は
、
開

催
さ
れ
な
か
っ
た
。
市
当
局
は
、
市
民
委
員
会
を
中
心
と
す
る
「
ゲ
マ
イ
ナ
関
心
民
」
の
要
求
に
対
し
、
改
革
の
導
入
は
企
り
つ
つ
も
、
公
開

討
論
会
の
開
催
に
は
慎
重
な
態
度
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
会
な
ど
市
外
旧
教
派
の
圧
力
が
働
い
た
こ
と
も
あ
る

が
、
市
民
の
要
求
が
拡
大
す
る
の
を
危
惧
し
た
た
め
と
も
推
測
で
き
よ
う
。

　
実
際
に
、
こ
の
時
期
、
改
革
実
施
を
促
進
し
た
都
市
民
の
運
動
に
は
、
こ
の
他
に
聖
像
撤
去
運
動
が
あ
る
。
市
民
に
よ
る
ト
レ
ー
ガ
ー
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

拉
致
と
、
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
聖
像
が
破
壊
さ
れ
る
事
件
が
起
き
、
九
月
五
日
の
騒
擾
の
際
に
も
破
壊
・
撤
去
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
の
時
、
市
参
事
会
は
、
市
民
が
勝
手
に
聖
像
を
破
壊
・
撤
去
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
十
月
に
は
、
撤
去
は
市
当
局
が
行
な
う
と
決
定
し
た
。
し

か
し
尚
、
翌
年
二
月
置
か
け
て
、
聖
ア
ウ
レ
リ
ア
・
聖
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
新
聖
ペ
ー
タ
ー
教
区
な
ど
で
、
祭
壇
や
洗
礼
台
等
の
撤
去
が
続
け
ら

　
　
　
⑭

れ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
行
動
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
説
教
者
、
と
く
に
ブ
ツ
ァ
ー
の
主
張
と
、
市
当
局
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
ツ
ァ
ー
は
、
市
の
布
告
公
示
後
も
、
袈
ア
ウ
レ
リ
ア
教
区
民
と
共
に
聖
人
の
墓
を
撤
去
し
、
こ
う
し
た
運
動
に
加
担

　
　
　
⑯

し
て
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
偶
像
は
主
の
命
に
背
く
も
の
で
あ
る
か
ら
撤
去
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
「
人
は
、
物
雷
わ
ぬ
人
の
作
っ
た
像
に
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
な
く
、
主
の
似
姿
で
あ
る
、
生
き
た
隣
人
の
為
に
、
費
用
を
か
け
る
べ
き
」
で
あ
る
。
彼
は
、
主
の
教
え
に
反
す
る
も
の
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ

が
、
そ
し
て
そ
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
迷
信
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
貴
任
を
負
っ
て
い
る
世
俗
権
力
が
、
取
り
除
か
ね
ば

　
　
　
⑰

な
ら
な
い
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

56　（208＞



シュトラースブルク宗教改革運動（渡辺）

　
一
方
、
市
当
局
は
、
一
五
二
五
年
二
月
に
聖
ア
ウ
レ
リ
ア
・
市
の
中
央
部
の
聖
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
教
区
民
に
よ
っ
て
、
祭
壇
撤
去
が
行
な
わ
れ

た
後
、
新
聖
ペ
ー
タ
ー
教
区
民
・
聖
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
教
区
の
「
ゲ
マ
イ
ン
デ
」
の
請
願
に
基
い
て
、
規
定
を
布
告
し
、
「
ゲ
マ
イ
ソ
デ
の
改
善

に
役
立
た
な
い
、
ま
た
人
々
を
縛
す
」
と
い
う
理
由
か
ら
、
ミ
サ
の
改
廃
、
聖
像
画
や
ろ
う
そ
く
・
聖
油
の
撤
廃
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
使
わ

れ
て
い
た
金
を
貧
者
の
為
に
用
い
る
こ
と
、
を
決
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
教
区
民
の
運
動
の
詳
細
、
そ
し
て
市
当
局
が
個
々
の
そ
れ
ら
の
行
動
に
対
し
て
と
っ
た
対
処
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
が
多
い
た
め
、

速
断
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
市
の
決
定
は
「
市
民
・
ゲ
マ
イ
ン
デ
」
の
要
求
、
行
動
に
基
づ
き
、
そ
れ
を
跡
づ
け
る
形
で
な
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
経
過
は
、
先
に
示
し
た
推
測
、
す
な
わ
ち
市
当
局
が
公
開
討
論
会
に
慎
重
と
な
っ
た
の
は
、
市
民
の
要
求
拡
大
を
危
惧
し
た

た
め
で
あ
る
、
と
い
う
推
測
を
、
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

　
た
だ
し
、
「
ト
レ
ー
ガ
！
事
件
」
以
前
に
は
、
市
当
局
も
公
開
討
論
会
の
開
催
を
積
極
的
に
準
備
し
て
い
た
点
は
、
銘
記
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
時
点
で
既
に
、
市
参
事
会
も
、
「
教
会
の
ゲ
マ
イ
ソ
デ
原
理
」
に
則
し
て
、
改
革
導
入
を
行
な
お
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
し
ご
・
竃
o
o
嵩
。
び
　
　
　
　
　

H
・
團
囲
引
　
　

織
ミ
的
喬
－
　

⑥
き
N
．
b
ロ
斜
壌
。
盆
δ

③
N
三
コ
σ
q
臣
U
誘
℃
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3
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。
コ
”
N
ミ
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ミ
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§
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目
ミ
㍉
§
粛
0
9
①
O
”

　
一
り
『
ρ
一
㊤
刈
恥

②
奪
ミ
．
”
嵩
㌧
ω
．
b
Q
δ
尚
、
こ
の
メ
ラ
ー
の
テ
…
ゼ
、
お
よ
び
そ
の
視
角
に
よ
る

　
都
市
宗
教
改
革
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
森
照
安
　
「
コ
ン
ス
タ
ソ
ツ
の
宗
教
改

　
革
－
公
開
討
論
会
方
式
に
よ
る
改
革
の
導
入
に
つ
い
て
ー
ー
」
中
村
・
倉
塚
編

　
『
宗
教
改
革
と
都
市
』
参
照
。

③
＼
ミ
切
さ
2
0
高
、
翫
蒔

④
＼
ぎ
壷
ゴ
Z
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亀
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こ
の
パ
ン

　
フ
レ
ッ
ト
に
対
す
る
反
論
を
カ
ピ
ト
が
著
し
て
い
る
。
そ
の
反
論
か
ら
は
、
彼
が

　
チ
ュ
…
リ
ヒ
で
行
な
わ
れ
た
公
開
討
論
会
に
つ
い
て
清
白
を
集
め
て
い
た
こ
と
が

　
知
ら
れ
、
目
を
引
く
。
1
く
噛
0
2
）
謬
P
＜
⑦
フ
く
鍵
昌
p
ぎ
σ
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躍
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プ
ロ
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は
、
い
ず
れ
も
新
教
派
で
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れ
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．
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．
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近
隣
封
建
領
主
や
有
力
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の
出
身
潜
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、
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外
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農
民
戦
争
期
に
お
け
る
都
市
内
の
対
応
を
検
討
す
る
と
、
市
民
層
に
よ
っ
て
こ
れ
と
の
対
応
に
相
違
の
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
。
農
民

戦
争
と
都
市
と
の
関
係
は
、
研
究
の
重
要
な
一
つ
の
焦
点
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
都
市
内
の
対



シュトラースブルク宗教改革運動（渡辺）

応
に
の
み
、
考
察
を
絞
る
こ
と
に
す
る
。

　
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
の
場
合
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
運
動
の
主
体
と
そ
の
対
応
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
や
や
繁
雑
に
な
る

が
、
事
態
の
推
移
の
中
か
ら
、
注
示
す
べ
き
点
を
追
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
農
民
の
蜂
起
に
は
、
当
初
よ
り
「
市
民
で
あ
る
酒
屋
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

人
」
や
、
市
の
領
民
が
、
積
極
的
に
加
担
し
て
い
る
。
四
月
一
六
日
頃
の
史
料
に
は
、
農
民
の
反
聖
職
者
運
動
が
昂
揚
し
、
シ
ュ
ト
ラ
！
ス
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ル
ク
市
民
を
巻
き
込
ん
で
蜂
起
し
た
こ
と
、
と
く
に
菜
園
人
ツ
ン
フ
ト
に
は
、
農
民
団
が
文
書
で
協
力
を
求
め
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
五
月
六
日
半
の
、
説
教
者
カ
ピ
ト
・
ヘ
デ
ィ
オ
・
ツ
ェ
ル
ら
が
、
市
参
事
会
に
行
な
っ
た
提
案
に
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
不
満
に
対
処
す
る

た
め
、
騒
擾
を
福
音
の
所
為
に
す
る
こ
と
や
、
新
し
く
市
民
と
な
っ
た
聖
職
者
（
農
民
蜂
起
を
逃
れ
て
き
た
者
）
を
保
護
す
る
こ
と
を
や
め
て
、

ゲ
マ
イ
ン
デ
に
事
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
、
ま
た
「
ゲ
マ
イ
ン
デ
が
雲
連
の
〕
事
を
行
な
っ
て
い
る
ツ
ン
フ
ト
寄
り
合
い
所
」
に
監
督

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

宮
を
置
く
、
と
い
っ
た
内
容
を
読
み
と
れ
る
。
ま
た
、
市
参
事
会
の
対
策
と
し
て
は
、
四
月
二
二
・
二
五
日
に
、
市
庫
の
警
備
強
化
、
職
人
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

徒
弟
か
ら
、
警
備
と
監
視
の
為
の
補
助
部
隊
を
作
る
、
市
民
が
蜂
起
に
関
与
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
、
と
い
う
決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
と
く

に
、
市
民
が
農
民
蜂
起
に
関
与
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
布
告
は
、
市
参
事
会
員
が
各
ツ
ン
フ
ト
寄
り
合
い
所
を
ま
わ
っ
て
、
「
家
に
い
て
、
農
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

団
と
関
係
し
な
い
」
よ
う
、
全
ツ
ン
フ
ト
員
に
対
し
伝
達
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
も
、
こ
こ
で
い
う
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
は
、
ツ
ン
フ

ト
寄
り
合
い
所
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
、
ツ
ン
フ
ト
市
民
層
を
指
し
、
彼
ら
の
動
向
が
、
焦
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
市
参
事
会
の
対
応
を
追
う
と
、
事
態
の
緊
迫
化
と
共
に
、
市
当
局
は
、
ま
ず
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ソ
と
協
議
し
て
い
る
こ
と
が
目
を
引
く
。

四
月
二
二
日
、
市
言
外
に
在
っ
た
修
道
院
の
荷
車
が
、
西
南
地
区
の
市
門
付
近
で
略
奪
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
る
と
、
市
参
事
会
は
、
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

エ
ッ
フ
ェ
ン
を
召
集
し
、
忠
誠
を
誓
わ
せ
て
、
不
服
従
者
の
処
罰
と
市
内
秩
序
の
回
復
に
、
協
力
を
求
め
て
い
る
。
さ
ら
に
五
月
に
入
り
、
農

民
団
が
市
の
周
囲
を
包
囲
す
る
勢
い
を
示
す
と
、
市
参
事
会
は
再
び
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ン
を
召
集
し
、
協
議
し
た
。
こ
の
時
、
市
当
局
は
、
市
の
保

護
下
に
入
っ
た
聖
職
者
は
、
こ
れ
を
擁
護
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
と
す
る
立
場
を
、
ま
た
同
時
に
修
道
院
の
財
産
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
が
、

こ
れ
を
管
理
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
他
、
さ
ら
に
、
傭
兵
を
採
用
す
る
こ
と
、
市
民
の
警
備
な
ど
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
布
の
備
蓄
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し
て
い
る
食
糧
を
廉
価
で
供
給
す
る
こ
と
　
（
た
だ
し
富
裕
な
市
民
は
こ
れ
に
与
る
こ
と
は
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
）
、
、
市
民
の
不
満
の
強
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

一
部
の
税
を
廃
止
す
る
こ
と
、
と
い
っ
た
警
備
対
策
・
市
民
懐
柔
策
を
提
案
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ン
側
は
、
提
案
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
修
正
を
加
え
た
上
で
、
こ
の
案
に
了
承
を
与
え
た
。
市
参
事
会
は
、
危
機
に
際
し
、
そ
の
対
策
を
講
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ン
と

協
議
し
、
彼
ら
の
支
持
を
と
り
つ
け
る
、
と
い
う
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
市
参
事
会
は
、
そ
の
政
策
に
、
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ン
の
同
意
を
得
る
と
、
こ
れ
を
各
ツ
ン
フ
ト
に
通
知
し
、
さ
ら
に
各
ツ
ン
フ
ト
に
お
い
て
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ツ
ン
フ
ト
員
に
記
名
投
票
を
行
な
わ
せ
、
同
意
を
求
め
た
。
そ
し
て
全
ツ
ン
フ
ト
か
ら
、
市
に
対
す
る
同
意
と
服
従
を
と
り
つ
け
る
の
に
成
功

　
　
　
　
　
⑩

し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
記
録
は
、
ツ
ン
フ
ト
員
に
意
見
を
出
さ
せ
、
こ
れ
を
報
告
し
て
お
り
、
甫
参
事
会
の
措
置
と
し
て
は
、
稀

有
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
ツ
ン
フ
ト
に
よ
っ
て
、
そ
の
要
求
、
と
り
わ
け
聖
職
者
な
ど
の
取
り
扱
い
や
、
農
民
の

運
動
に
対
す
る
見
方
に
、
相
違
が
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
記
録
か
ら
は
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　
市
の
二
〇
あ
る
ツ
ン
フ
ト
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
政
治
的
発
言
力
や
税
負
担
な
ど
に
認
め
ら
れ
る
ラ
ン
ク
付
け
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

位
八
ツ
ソ
フ
ト
の
う
ち
、
六
つ
で
、
聖
職
者
の
財
産
に
は
課
税
す
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
筆
頭
に
位
置
す
る

「
ツ
ム
・
エ
ン
カ
ー
N
ロ
ヨ
国
⇒
。
犀
震
（
船
舶
業
者
）
」
ツ
ン
フ
ト
で
は
、
「
よ
そ
者
を
我
々
が
憂
慮
す
る
ほ
ど
に
多
く
、
市
内
に
入
れ
る
べ
き
で

は
な
い
」
と
か
、
「
貧
し
い
職
人
に
、
よ
そ
者
よ
り
も
儲
け
さ
せ
れ
ぽ
、
彼
ら
は
そ
の
妻
子
を
い
っ
そ
う
良
く
養
う
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

つ
た
音
習
兄
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
第
五
位
の
、
織
物
熊
石
の
ツ
ン
フ
ト
か
ら
出
て
い
る
意
見
は
、
農
民
が
全
く
不
正
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
、
彼
ら
が
正
義
の
み
を
願
い
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
要
求
が
福
音
と
隣
人
愛
に
則
っ
て
い
る
限
り
、
彼
ら
に
対
し
何
も
為
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
主
張
す
る
も
の
で
、
農
民
に
同
情
的
で
あ
る
。

第
七
位
の
「
メ
ー
ジ
ン
蜜
α
訂
冒
（
小
売
商
ご
ツ
ン
フ
ト
で
は
、
聖
職
者
に
税
負
担
を
免
が
れ
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
く
、
市
内
で
最
も
良
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
使
う
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
見
出
さ
れ
る
。

　
こ
れ
が
下
位
ツ
ン
フ
ト
・
グ
ル
ー
プ
に
な
る
と
、
よ
り
急
進
的
な
意
見
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
四
位
の
仕
立
屋
ツ
ン
フ
ト
で
は
、
数
名
が
、
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　　　　　表1　軍役に馬を負担すべき者（市に登録された者，1460－1540，人L％）

団　　体　　名 1460／73 1473／79 1517 1518 工519 1540

コンストッフェル ＿　1 67／9工 28／37 16／19 17／30 20／31

ツンフト 53／72 65／70 16／22 17／2エ 13／16 1荏／17

エンカー（船舶） 7／21 8／10 3／4 4／5 2／2

シュピーゲル（貿易） 一
16／17 6／10 5／8 5／8

ブルーメ（肉屋） 19／21 4／4 1／1 2／2 1／1

フライブルク（酒屋） 一
11／10 2／3 3／3 4／4

織物 3／4 2／2 1／2
一 一

ルツェルソ（製粉） 11／13 8／11 1／1 2／2
一

メーリン（小売商） ｝
4／4

一 『 一

シュテルツ（金細工） 一
1／1 1／1

一 一

樽屋 一
4／4 1／1 1／1 1／1

毛皮商 ｝
2／2

一 一 ｝

ワイン商 一
2／2

一 一 一

靴屋 …
3／3

一 一 一

菜園人 13／13
一 『 一 一

（T．A．　Brady，　Rulin8　Class．，　p．68より作製）

（
市
の
保
護
を
求
め
）
市
民
と
な
っ
た
以
上
は
、
聖
職
老
に
も
課
税
し
、
諸
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

担
を
課
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
第
一
七
位
の
魚
屋
ツ
ン
フ
ト
で
は
、
市

は
聖
職
老
の
財
産
を
保
護
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
意
見
が
、
第
一
八
位
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

大
工
ツ
ソ
フ
ト
で
も
、
同
様
の
意
見
が
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
第
一
九
位
の
菜
園

人
ツ
ン
フ
ト
で
は
、
聖
職
者
は
市
民
と
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
財
産
に
は
課
税

す
べ
き
だ
、
あ
る
い
は
農
民
が
、
市
に
逃
げ
こ
ん
だ
聖
職
者
と
そ
の
財
産
の
引

き
渡
し
を
要
求
し
た
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
、
蜂
起
の
聞
に
市
民
と
な
っ
た
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

に
つ
い
て
は
、
農
民
の
要
求
に
そ
う
べ
き
だ
、
と
い
う
意
見
が
数
十
名
か
ら
出

さ
れ
、
ま
た
さ
ら
に
は
、
一
名
で
は
あ
る
が
、
聖
職
者
の
財
産
は
分
配
す
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

だ
と
い
う
主
張
す
ら
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
記
録
か
ら
は
、
上
位
ツ
ン
フ
ト
ほ
ど
、
聖
職
者
に
寛
大
で
あ
っ
て
、
む

し
ろ
都
市
内
平
和
・
秩
序
の
維
持
に
関
心
を
払
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
下
位
ツ

ン
フ
ト
ほ
ど
、
聖
職
者
に
対
し
て
厳
し
い
態
度
を
と
り
、
農
民
に
協
調
的
な
姿

勢
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

　
こ
の
、
ツ
ン
フ
ト
間
の
格
差
に
つ
い
て
、
宗
教
改
革
以
前
か
ら
の
状
況
を
検

討
し
、
宗
教
改
革
期
の
対
応
に
つ
い
て
も
こ
れ
と
の
関
連
に
お
い
て
考
察
す
る

こ
と
に
す
る
。
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
市
制
は
、
ツ
ン
フ
ト
闘
争
後
、
一
四

八
二
年
の
法
令
に
よ
り
完
成
を
み
る
。
ツ
ン
フ
ト
は
二
〇
に
整
理
さ
れ
、
各
ツ

ン
フ
ト
か
ら
一
五
名
の
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ン
が
選
出
さ
れ
て
、
名
目
的
に
は
市
を
代
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表∬　15人委員会・13人委員会の娼身ツンフト（名目，実際1520－55）

計

8
1
5
5
9
2
6
2
4

（B）

実際
XVのみ1・・エ1

2
16

6
8
4
6
1
3
2
0

7
　
1
　
∩
δ
　
－
　
Q
U
　
O
　
4

計

53・49e）121（55．390）130（85・79D）151（69・990）

e

o

1

1

3

0

2

1

4

1

4

0

o

o

1

2

0

e

l

o

o

o

o

1

o

o

2

3

3

0

3

1

4

1

4

1

46．690）117（44．790）1　5（14．390）122（30．190）

loogo）13s（loogo）13s（loogo）173（loogo）

（A）

ツ　ン　フ　　ト
名　目

即酬 …司
1．エソカー（船舶） 2 4 6

2．シュピーゲル（貿易） 5 3 8

3．ブルーメ（肉屋） 1 4 5

4．フライブルク（酒屋） 0 2 2

a織物 3 2 5

6．ルツェルン（製粉） 3 2 5

仏メーリン（小売商） 1 3 4

8．シュテルツ（金細工） 4 0 4

一 一 一

｛・9（・酬2G（…％）139（

9．パソ屋 工 2 3

10．皮なめし工 0 1 1

11．樽屋 1 1 2

12．毛皮商 1 2 3

13．ワイン商 3 2 5

14．仕立屋 0 3 3

15．銀冶屋 1 1 2

16．靴屋 3 1 4

17．魚屋 4 0 4

18．大工 1 1 2

19．菜園人 4 0 4

20。石　工 0 1 1

一 一 一

1・9（…％）1・5（・酬34（

計
138（…％）135（…％）レ3（

（T．A．　Bra（玉y，　Rulin8（；lass．　p．175より作製）

表
す
る
決
議
機
関
で
あ
る
、
三
百
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

議
会
を
構
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

し
か
し
同
時
に
、
既
に
寡
頭
制
的
な

傾
向
も
進
ん
で
い
た
。
市
参
事
会
を

構
成
す
る
、
外
交
担
当
の
一
三
人
委

員
会
と
内
政
担
当
の
一
五
人
委
員
会

は
、
「
内
部
補
欠
選
挙
制
函
o
o
℃
霞
－

識
。
昌
」
を
採
用
し
、
そ
の
委
員
の
三

分
の
二
を
占
め
る
ツ
ン
フ
ト
選
出
委

員
も
、
経
験
、
財
産
と
い
っ
た
条
件

を
み
た
す
、
狭
い
範
囲
か
ら
選
ば
れ
、

事
実
上
の
寡
頭
支
配
体
制
と
な
っ
て

　
⑳
い
た
。
こ
の
こ
と
は
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ン

も
同
様
で
、
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ン
層
と
呼

び
う
る
、
祉
会
階
層
が
成
立
し
つ
つ

　
　
⑳

あ
っ
た
。

　
職
種
上
、
富
者
が
い
く
つ
か
の
ツ

ン
フ
ト
に
偏
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
、

軍
役
に
馬
を
負
担
す
る
こ
と
を
課
せ
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シュトラースブルク宗教改革運動（渡辺）

　　　　ホ
表町　市長の出身ツンフト表（名目 A．B，D．　実際C．E）

（A） （B） （C） （D） （E）

ツ　　ソ　フ　　ト 1519－49 1550－80
1450－1518 1519－49

実際
155G－80

実際

1．　1．エンカー 1工 1 0 5 11

2．シュピーゲル 11 0 8 1 2

3．ブルーメ 9 2 3 4 3

4．フライブルク 9 5 12 0 4

5．織物 2 0 0 3 3

6．ルツェルン 10 0 0 0 4

7．メーリソ 8 3 3 1 4

8．シュテルツ 3
一

〇
一 0

一

〇
一 0

一1

63（87．5％） 11（34．4％） 26（81．2％） 14（45．2％） 31（100％）

H．9．パン屋 0 4 1 2 0

10．皮なめし工 0 5 0 0 0

11．樽屋 6 1 1 G 0

12．毛皮商 0 0 0 0 0

13．ワイン商 G 4 0 3 0

14．仕立屋 2 3 0 5 0

15．鍛冶屋 0 4 4 0 0

16．靴屋 1 0 0 4 0

17．魚屋 0 0 0 0 0

18．大工 0 0 0 3 0

19．菜園人 0 0 G 0 0

20．石　工 0 0 0 0 0

一 一 一 一 一

1 9（12．5％） 21（65．6％） 6（18．8％） 17（54，8％） 0

72（100％） 32（100％） 32（100％） 31（100％） 31（100％）

＊市長は15人委員会ないし13人委員会の経験5年以上の者から選ばれた。
（T．A．　Brady，　Rulin8　Class．，　p．176　より作製）

ら
れ
た
者
の
数
が
、
前
述
の
上
位

ツ
ン
フ
ト
に
、
圧
倒
的
に
多
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
に
も
現
わ
れ
て
い
る
が
（
衷
一
）
、

同
じ
こ
と
が
市
参
事
会
へ
の
選
出

者
数
に
も
反
映
す
る
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、
ツ
ン
フ
ト
の
ラ
ン
ク

付
け
が
成
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ

る
。
当
時
の
、
こ
の
ラ
ン
ク
に
つ

い
て
の
意
識
の
一
端
は
、
上
位
八

ツ
ソ
フ
ト
の
内
、
七
つ
ま
で
が
、

コ
ン
ス
ト
ッ
フ
ェ
ル
（
ツ
ン
フ
ト

闘
争
以
前
か
ら
の
都
市
門
閥
層
）

に
倣
い
、
ツ
ン
フ
ト
の
名
称
に
、

ツ
ン
フ
ト
寄
り
合
い
所
の
あ
る
建

物
の
名
を
用
い
、
職
種
名
で
呼
ば

せ
て
い
な
い
こ
と
に
も
表
わ
さ
れ

て
い
る
（
一
五
〇
〇
年
頃
か
ら
）
。

　
宗
教
改
革
運
動
と
の
関
連
で
は
、

ブ
ラ
デ
ィ
が
、
一
六
世
紀
に
入
る
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と
、
上
位
ツ
ン
フ
ト
の
者
が
下
位
ツ
ン
フ
ト
に
加
入
し
て
、
下
位
ツ
ン
フ
ト
員
と
し
て
市
参
事
会
員
、
市
長
に
選
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
、
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
外
為
・
皿
）
。
　
こ
れ
に
よ
り
、
名
目
的
に
は
、
上
位
ツ
ン
フ
ト
の
グ
ル
ー
プ
と
下
位
ツ
ン
フ
ト
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
、

比
較
的
均
等
に
参
事
会
員
が
選
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ブ
ラ
デ
ィ
は
、
こ
の
現
象
は
宗
教
改
革
期
の
民
衆
運
動
の
影
響
の
現
れ
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

統
治
階
層
は
、
こ
の
名
目
上
の
操
作
に
よ
り
、
自
ら
の
寡
頭
支
配
体
制
を
維
持
し
え
た
の
だ
、
と
主
張
し
て
い
る
。

　
し
か
し
筆
者
が
こ
こ
で
注
許
し
た
い
の
は
、
菜
園
人
や
魚
麗
、
石
工
ツ
ソ
フ
ト
な
ど
の
下
位
ツ
ン
フ
ト
に
は
こ
う
し
た
「
侵
入
」
が
み
ら
れ

表W　1523－25年の15人委員会のメンバー・出身ツンフト

Dtirningen

Hetter

Hoffmeister

Roette1

Schetzel

Mieg

Sebott

Lindenfels

Meyer
Baldner

Johann

Betscholt

Pfarrer

Graff

Schtitz

Braun

Rumler

（毛　皮　商）

（シュピーゲル）

（ブルーメ）
（魚　　　　置）

（ワイ　ソ商）

（パ　ソ　屋）

（シュテルツ）

（メ　一　リソ）

（石　　　　工）

（魚　　　　屋）

（皮なめし工）

（ブルーメ）
（ワイ　ソ商）

（菜　園　入）

（職　　　　屋）

（ルツェルン）

（大　　　　工）

1507－28

1514－25

1518－32

1518－23

1518－23

1519－22

1519－34

1521－31

1521－24

1522－26

1522－30

25からXIH

24から市長

25からXIII

1523－32

1523－25　25からXIII

1524－42

1524－33

1525－41

1525－48

新教派

新教派

新教派

旧新派

新教無

類教派

新教派

新教派

1523－25年の13入委員会のメンバー・出身ツンフト

Duntzenheim （フライブルク） 1506－3G 旧教派

Hohenburg （ブルーメ） 15工墜24 臓教派

Rotweil （エンカー） 1514－26

Klliebis （鍛　冶　屋） 1520－52 新教派

Mieg （パ　ン　屋） 1522－41 新教派

Her正i11 （毛　皮　商） 1523－47 新教派

Meyer （石　　　　工） 1525－62 新教派

Pfarrer （ワイ　ン商） 1525－68　　　　　　　　　旨 薪教派

Brady　“　Rttling　Class．，”　p．　297－392，　Rott，　“　ixxagistrat　et　R6forme．”

p．105－114」こりf／F≦襲

表V　下位4ツンフトの市参事会選出者数

i 15世紀 巨5・研・5221 1523－1570

17魚　　屋 1 3＊ 5

18大　　工 1 1 4

19菜園人
1 3

20　石　　工 3

＊Baldner家が連続して選出（～1526）
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シュトラ・・一スブルク宗教改革運動（渡辺）

な
い
こ
と
、
こ
の
時
期
に
市
参
事
会
員
と
な
っ
た
者
を
中
心
に
検
討
し
て
み
る
と
、
市
参
事
会
、
と
く
に
　
五
人
委
員
会
は
、
こ
の
一
五
二
三

年
か
ら
二
五
年
に
か
け
て
、
以
前
に
は
少
な
か
っ
た
下
位
ツ
ン
フ
ト
か
ら
、
新
参
事
会
員
を
選
択
し
て
お
り
、
そ
し
て
そ
の
後
も
、
下
位
ツ
ン

フ
ト
か
ら
も
継
続
的
に
選
択
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
時
期
に
選
出
さ
れ
た
市
参
事
会
員
は
、
大
半
が
新
教
派
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
下
位

ツ
ン
フ
ト
・
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
選
出
者
で
あ
る
こ
と
、
以
上
の
現
象
で
あ
る
。
（
表
W
・
V
）

　
既
に
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
聖
ア
ウ
レ
リ
ア
教
区
、
聖
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
教
区
、
下
輩
ベ
ー
タ
ー
教
区
な
ど
で
は
、
説
教
巻
任
命
権
や
十
分
の

一
世
の
運
用
、
あ
る
い
は
聖
像
撤
去
運
動
な
ど
に
お
い
て
、
教
区
罠
が
活
発
な
運
動
を
展
開
し
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
教
区
に
は
一
六
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

紀
後
半
の
教
区
教
会
の
名
簿
か
ら
み
て
、
菜
園
人
・
魚
鷺
な
ど
下
位
ツ
ン
フ
ト
員
が
多
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
、
下

位
ツ
ン
フ
ト
で
の
、
名
爵
的
な
も
の
も
含
む
に
せ
よ
、
市
参
事
会
員
選
出
者
数
の
増
加
と
い
う
現
象
と
を
考
察
す
る
時
、
宗
教
改
革
運
動
と
、

下
位
ツ
ン
フ
ト
を
中
心
と
す
る
、
都
市
の
共
同
体
自
治
、
そ
れ
へ
の
参
加
要
求
と
の
閥
に
、
強
い
関
連
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ち
う
ん
、
上
位
ツ
ン
フ
ト
も
、
市
当
局
が
上
職
者
を
市
民
化
し
、
修
道
院
財
産
の
管
理
を
行
な
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
点
は
銘
記
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。

　
農
民
団
と
の
関
係
に
つ
い
て
付
言
す
る
と
、
市
参
事
会
は
意
図
し
た
結
果
を
得
る
の
に
成
功
し
た
。
ツ
ン
フ
ト
は
、
市
当
局
に
「
忠
誠
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

誓
い
、
「
市
民
宣
誓
」
に
従
う
、
と
し
た
の
で
あ
り
、
市
の
意
向
に
従
っ
た
。
改
革
派
神
学
老
も
、
農
民
の
行
動
は
神
の
法
に
背
き
、
福
音
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

災
い
を
為
す
も
の
だ
と
批
難
し
、
市
民
に
は
市
参
事
会
と
共
に
秩
序
を
守
る
よ
う
説
い
た
。
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
と
市
民
は
、
農
民
団
と

一
線
を
画
し
た
の
で
あ
る
。

①
㌧
象
O
o
さ
瓢
門
■
ち
b
。
℃
ぢ
瓢
母
け
臨
。
乙
①
び
ω
塔
器
ω
σ
霞
σ
q
宅
餌
一
賃
。
＆
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ロ
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鴇
℃
o
N
．
O
o
済
客
罫
昏
5
団
倉
ψ
H
窪
こ
の
時
、

　
市
畏
宣
誓
を
再
度
行
な
わ
せ
る
こ
と
も
審
議
さ
れ
、
結
局
、
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ン
側
の

　
意
見
に
よ
り
児
送
ら
れ
て
い
る
。
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ω
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＞
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ュ
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O
ま
た
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逆
に
下
位
の
ツ
ン
フ
ト
に
は
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こ
う
し
た
名
称
を
使
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こ
と
を
許
し

　
て
い
な
い
。
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⑳
コ
ン
ラ
ー
ト
は
、
こ
の
市
民
宜
誓
が
、
帝
国
都
市
の
都
市
民
を
拘
束
し
、
農
民

　
団
と
の
～
致
し
た
行
動
を
採
ら
せ
な
か
っ
た
要
悶
の
一
つ
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て

　
い
る
。
搾
O
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四
　
市
参
事
会
の
宗
教
改
革
へ
の
対
応

最
後
に
市
参
事
会
の
宗
教
改
革
へ
の
対
応
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
く
。
こ
れ
ま
で
の
市
民
層
の
運
動
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
ブ
ラ
デ
ィ
の
主
張
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す
る
よ
う
に
、
市
参
事
会
は
市
民
層
の
運
動
の
急
進
化
を
避
け
る
た
め
に
、
事
実
上
、
宗
教
改
革
を
受
け
入
れ
て
い
っ
た
と
い
う
一
面
が
あ
る

こ
と
は
、
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
市
芸
裏
会
が
市
内
教
区
教
会
の
バ
ト
ロ
ナ
！
ト
権
の
掌
握
に
示
し
た
姿
勢
な
ど
に
は
、
全
く
受
動
的
で

あ
っ
た
と
言
い
切
れ
な
い
点
が
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
ブ
ラ
デ
ィ
自
身
も
、
一
五
二
五
年
以
降
に
は
、
統
治
階
層
が
改
革
に
適
応
し
、
合
理
的

な
理
由
に
基
い
て
、
改
革
を
進
め
た
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
は
ど
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
長
期
的
に
み
る
と
、
一
五
－
一
六
世
紀
を
通
じ
て
、
市
当
局
の
政
策
に
顕
著
な
点
は
、
市
の
内
外
に
お
い
て
、
都
市
行
政
の
整
備
、
拡
大
が

進
め
ら
れ
、
都
市
国
家
と
し
て
の
性
格
が
強
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
市
の
領
域
で
は
、
二
二
九
九
年
に
フ
ォ
ー
ク
ト
が
配
置
、
一
四
三
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
そ
の
管
区
が
設
定
さ
れ
、
一
五
世
紀
末
に
は
ア
ム
ト
マ
ソ
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
改
革
直
前
の
一
五
一
六
年
に
は
、
六
名
の
ラ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ヘ
ル
制
度
が
導
入
さ
れ
、
そ
れ
は
、
年
二
回
、
驚
異
を
巡
回
し
て
、
フ
ォ
ー
ク
ト
と
領
民
の
係
争
を
裁
決
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

フ
ォ
ー
ク
ト
は
、
農
村
ゲ
マ
イ
ソ
デ
U
o
紘
α
q
Φ
ヨ
①
貯
◎
Φ
か
ら
下
級
裁
判
権
を
奪
い
、
村
役
人
の
選
出
に
も
干
渉
し
て
、
農
村
ゲ
マ
イ
ソ
デ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

自
治
権
を
制
限
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
農
村
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
抵
抗
も
あ
っ
た
が
、
結
局
、
一
五
三
九
年
に
三
名
の
市
参
事
会
員
か
ら
成
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

血
管
監
督
官
い
㊤
⇔
8
ゆ
Φ
σ
Q
霞
が
設
け
ら
れ
、
市
領
の
統
轄
権
を
委
ね
ら
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
五
つ
の
ア
ム
ト
管
区
の
設
置
と
上
級
裁
判
権

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
拡
大
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
で
、
市
の
領
邦
統
治
体
制
は
、
ほ
ぼ
完
成
を
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
た
市
内
の
行
政
機
構
も
、
一
五
世
紀
以
来
、
＝
二
人
委
員
会
、
一
五
人
委
員
会
を
頂
点
と
す
る
、
官
僚
機
構
が
整
え
ら
れ
、
都
市
生
活
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

各
方
面
に
わ
た
っ
て
、
行
政
権
の
拡
大
が
進
め
ら
れ
た
。
と
く
に
内
政
担
当
の
一
五
人
委
員
会
の
権
限
は
、
各
ツ
ン
フ
ト
規
定
の
承
認
・
修
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

権
、
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ン
の
認
承
権
か
ら
、
都
市
経
済
や
富
吏
・
公
共
施
設
の
監
督
権
、
狭
義
の
市
内
警
察
権
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
権
限
の
拡
大

は
、
宗
教
改
革
期
に
も
、
救
貧
や
病
院
、
学
校
、
領
邦
、
教
会
、
再
洗
礼
派
の
各
監
督
官
を
設
け
、
一
五
人
委
員
会
の
委
員
が
そ
の
任
を
分
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
た
こ
と
に
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
市
内
外
の
都
市
行
政
の
整
備
拡
大
、
都
市
国
家
化
の
政
策
推
進
に
と
っ
て
、
最
大
の
障
害
は
教
会
で

あ
っ
た
。

　
さ
て
、
こ
の
都
市
で
、
市
民
層
の
改
革
運
動
が
急
進
化
す
る
の
は
、
説
教
者
任
命
を
め
ぐ
る
要
求
が
活
発
化
す
る
、
一
五
二
四
年
三
月
以
降
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噛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
は
、
司
祭
ら
が
乱
暴
を
受
け
る
と
い
っ
た
事
態
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
も
、
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ン
が
、
そ
の
対
策
の
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
召
集
さ
れ
て
も
、
事
態
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
誤
認
し
て
い
る
者
が
多
か
っ
た
、
と
い
う
程
度
の
事
件
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
を
考
慮
し

た
と
し
て
も
、
市
民
の
急
進
的
運
動
は
、
一
五
二
三
年
一
一
月
以
降
に
顕
著
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
し
か
し
市
当
局
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
改
革
の
方
向
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
改
革
派
神
学
者
を
受
け
入
れ
、
保
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

し
て
い
た
他
、
一
五
二
三
年
四
月
一
五
日
に
は
、
各
聖
堂
参
事
会
、
修
道
会
に
対
し
、
保
護
税
の
受
け
取
り
を
拒
否
し
た
。
こ
れ
は
聖
職
者
に
、

個
々
に
保
護
を
受
け
る
よ
う
仕
向
け
た
も
の
で
、
結
婚
し
、
市
民
と
な
っ
た
聖
職
者
の
保
護
と
い
う
政
策
と
共
に
、
聖
職
者
の
市
民
化
を
め
ざ

　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

し
た
も
の
で
あ
る
。
以
後
、
市
民
権
の
取
得
勧
告
が
繰
り
返
さ
れ
た
後
、
翌
年
一
二
月
に
、
こ
れ
は
法
令
化
さ
れ
て
、
拒
む
者
は
市
を
退
去
し
、

そ
の
市
民
化
が
完
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
、
同
時
に
司
教
の
教
会
裁
判
権
も
排
除
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
教
会
裁
判
権
は
誓
約
が
為
さ
れ
て
い
た
場
合
や
、
教
会
人
、
教
会
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

産
が
関
与
し
た
場
合
な
ど
の
係
争
に
、
そ
の
管
轄
権
を
主
張
し
、
市
内
で
の
係
争
を
複
雑
に
し
て
い
た
。
さ
ら
に
教
会
裁
判
自
体
に
対
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

そ
の
遅
滞
や
、
訴
訟
代
理
人
に
高
い
費
用
が
か
か
る
こ
と
、
処
罰
に
対
す
る
苦
情
な
ど
、
不
満
の
強
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
く
に
、
近

隣
で
最
大
の
領
主
で
も
あ
る
司
教
が
、
そ
の
裁
判
権
を
、
世
俗
事
項
に
関
与
、
拡
大
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
は
、
市
の
領
帯
化
政
策
に
と
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
点
で
、
聖
職
者
の
市
民
化
は
、
改
革
以
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
、
都
市
領
域
に
お
け
る
市
の
排
他

的
裁
判
権
を
確
立
さ
せ
る
意
義
を
持
っ
て
お
り
、
宗
教
改
革
は
、
こ
れ
を
完
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
教
会
財
産
に
関
し
て
も
、
市
当
局
は
、
市
民
層
の
運
動
の
活
発
化
以
前
に
、
改
革
を
行
な
っ
て
い
る
。
市
当
局
は
、
一
五
二
三
年
七
月
、
永

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

代
賃
祖
の
償
却
を
決
定
し
た
。
こ
れ
は
教
会
・
修
道
院
が
、
融
資
に
際
し
て
、
徴
利
禁
止
に
抵
触
す
る
の
を
回
避
す
る
た
め
に
考
察
し
た
、
担

保
の
不
動
産
に
課
し
た
永
続
的
な
定
期
金
で
あ
る
が
、
こ
の
償
却
の
決
定
に
よ
り
、
と
り
わ
け
市
の
統
治
階
層
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
の
不
動
産

の
断
有
権
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
い
く
つ
か
の
修
道
院
や
、
施
療
院
に
対
し
て
は
、
繋
馬
局
は
宗
教
改
革
以
前
か
ら
、
そ
の
実
際
上
の
管
理
、
運
用
を
行
な
う
よ
う
に
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シュトラースブルク宗教改革運動（渡辺）

　
　
　
　
⑳

な
っ
て
い
た
。
そ
の
政
策
は
、
一
五
二
四
年
四
月
に
八
名
の
修
道
院
世
話
人
囚
δ
ω
8
昏
興
導
を
置
い
て
、
全
修
道
院
の
財
産
目
録
を
作
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

管
理
さ
せ
る
と
い
う
施
策
の
決
定
へ
と
発
展
す
る
。
こ
れ
は
、
司
教
が
市
内
の
四
修
道
院
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
噂
が
流
れ
た
た

め
、
市
当
局
が
決
定
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
こ
の
時
点
で
は
市
内
の
改
革
運
動
も
活
発
化
し
て
は
い
た
が
、
「
対
外
的
理
由
」
が
契

機
と
な
っ
て
い
る
点
を
注
陽
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

　
同
時
に
、
市
参
事
会
は
修
道
院
の
解
散
を
、
と
く
に
女
子
修
道
院
を
中
心
に
、
進
め
て
お
り
、
ま
た
、
市
を
離
脱
し
た
聖
堂
参
事
会
等
の
教

会
財
産
を
管
理
し
、
こ
れ
ら
の
資
金
を
救
貧
や
、
と
く
に
学
校
制
度
の
運
用
資
金
に
あ
て
て
い
る
。
ブ
ラ
デ
ィ
は
、
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
教
会

を
犠
牲
に
し
て
、
統
治
階
層
の
支
配
体
制
を
救
う
も
の
で
あ
っ
た
、
と
す
る
が
、
一
方
で
彼
自
身
、
統
治
階
層
が
こ
の
政
策
に
よ
っ
て
利
益
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

得
た
こ
と
も
認
め
て
い
る
。

　
市
参
事
会
の
宗
教
改
革
へ
の
姿
勢
を
示
す
も
の
に
は
、
さ
ら
に
、
一
五
二
四
年
一
月
付
の
、
帝
国
議
会
へ
の
使
節
に
宛
て
た
市
の
教
書
が
あ

る
。
市
当
局
は
、
ゲ
マ
イ
ソ
デ
が
改
革
を
求
め
て
い
る
と
し
て
、
市
参
事
会
が
公
開
討
論
会
を
開
く
こ
と
を
、
認
め
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
こ

と
を
命
じ
て
い
る
。
そ
し
て
「
自
由
な
討
論
会
な
い
し
キ
リ
ス
ト
者
の
集
会
。
げ
は
。
。
け
嵩
。
ぽ
Φ
σ
q
Φ
彦
Φ
団
p
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
こ
と
を
、
シ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
の
市
参
事
会
と
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
遵
守
す
る
」
と
し
て
い
る
。
市
当
局
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
動
き
を
口
実
と
し
て
い
る
が
、
こ

こ
に
は
、
こ
の
無
難
に
、
公
開
討
論
会
に
よ
っ
て
、
改
革
導
入
の
可
否
を
は
か
り
う
る
と
い
う
、
「
教
会
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
原
理
」
の
立
場
を
採

用
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
市
参
事
会
の
宗
教
改
革
に
対
す
る
取
り
組
み
姿
勢
に
は
、
市
民
層
の
改
革
運
動
へ
の
譲
歩
と
ば
か
り
言
い
え
な
い
点
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
宗
教
改
革
以
前
か
ら
実
行
さ
れ
て
き
た
、
教
会
を
都
市
内
に
組
み
入
れ
て
、
市
当
局
の
統
治
権
限
を
強
化
、
拡
大
す
る
と
い
う
側
面

に
お
い
て
、
顕
著
で
あ
る
。

　
ブ
ラ
デ
ィ
は
、
市
当
局
、
な
ら
び
に
そ
れ
を
構
成
す
る
統
治
階
層
が
、
旧
教
会
と
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、

そ
こ
か
ら
、
宗
教
改
革
の
実
施
は
統
治
階
層
に
経
済
的
・
社
会
的
に
犠
牲
を
強
い
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
教
会
財
産
に
関
し
て

69　（221）



言
え
ば
、
宗
教
改
革
に
よ
り
、
永
代
賃
祖
の
償
却
や
、
修
道
院
の
解
散
な
ど
に
よ
り
、
市
民
の
不
動
産
所
有
権
が
完
全
な
も
の
と
な
っ
て
い
る

こ
と
。
ま
た
聖
像
撤
去
に
つ
い
て
も
、
ブ
ラ
デ
ィ
は
聖
像
が
統
治
階
層
の
過
去
の
栄
光
と
現
在
の
勢
力
を
結
び
つ
け
る
紐
帯
で
あ
っ
た
と
し
て

　
⑳
い
る
が
、
メ
ラ
ー
な
ど
か
ら
は
、
聖
像
は
、
中
世
末
に
は
市
民
の
そ
う
い
っ
た
も
の
の
表
象
と
い
う
よ
り
も
、
ま
ず
永
遠
の
救
済
を
も
た
ら
す

も
の
と
さ
れ
て
い
た
と
し
、
ま
た
、
ブ
ラ
デ
ィ
は
、
そ
れ
ら
の
寄
進
者
を
統
治
階
層
と
結
び
つ
け
解
釈
し
て
い
る
と
し
て
、
彼
の
評
価
は
一
面

的
で
あ
る
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
都
市
門
閥
や
富
裕
市
民
の
中
に
は
、
司
教
な
ど
と
封
建
関
係
に
あ
る
者
が
多
数
存
在
し
た
こ

と
を
、
ブ
ラ
デ
ィ
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
司
教
が
、
改
革
派
の
抑
圧
に
、
こ
の
点
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
老
に
全
く

無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
す
る
と
、
ブ
ラ
デ
ィ
の
明
ら
か
に
し
た
「
癒
着
関
係
」
の
評
価
も
、
慎
重
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
市
参
事
会
の
宗
教
改
革
へ
の
対
応
を
、
押
し
な
べ
て
譲
歩
で
あ
る
と
い
い
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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（
一
五
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五
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、
市
の
自
発
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政
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み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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Q
。
h

⑳
銀
。
①
同
δ
び
Q
Q
鼠
蝕
登
山
し
q
琴
一
ご
ω
』
㊤
こ
の
点
に
つ
い
て
の
よ
り
詳
し
い
批
判

　
は
、
竃
。
①
一
一
〇
さ
ω
欝
α
＃
臥
趣
旨
。
戦
㊤
銘
。
ロ
呂
α
開
討
器
①
巳
ハ
曽
ヨ
℃
h
引
O
q
帖
“
§
職
鴇
ぎ

　
O
ミ
忠
ミ
恥
誉
§
尉
馬
謡
b
。
G
。
N
㌧
一
㊤
。
。
O
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
筆
者
は

　
未
見
で
あ
る
。
ま
た
ブ
ラ
デ
ィ
説
に
対
す
る
シ
リ
ン
グ
・
ラ
ッ
プ
ら
の
批
判
を
整

　
理
し
た
も
の
は
、
Ω
話
畷
Φ
嵩
隔
愚
．
禽
計
ω
」
O
I
目
一
を
参
照
。

　
本
稿
で
は
、
市
当
局
と
都
市
布
民
層
の
対
抗
関
係
に
焦
点
を
あ
て
て
、
都
市
市
民
層
の
宗
教
改
革
運
動
、
お
よ
び
そ
の
主
張
と
、
市
参
事
会

の
対
応
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
っ
て
き
た
。

　
そ
の
結
果
、
ま
ず
都
市
市
民
層
の
宗
教
改
革
運
動
は
、
こ
の
都
市
の
場
合
、
教
区
で
の
説
教
者
任
命
、
お
よ
び
十
分
の
一
税
の
運
用
の
要
求

と
い
う
形
で
、
運
動
が
活
発
化
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ビ
ッ
シ
ュ
・
グ
ミ
ュ
ン
ト
市
な
ど
で
見
ら
れ
た
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

う
な
、
改
革
派
の
誓
約
兄
弟
団
が
運
動
の
中
核
と
な
っ
た
都
市
と
違
い
、
市
内
に
九
つ
の
教
区
を
持
つ
と
い
う
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
市
の
事

情
が
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
と
く
に
聖
ア
ウ
レ
リ
ア
・
新
聖
ぺ
！
タ
ー
教
区
な
ど
、
下
位
ツ
ン
フ
ト
員
の
多
い
教
区
が
、
ま
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ず
活
発
な
運
動
を
起
こ
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
教
区
民
は
こ
れ
ら
の
要
求
に
お
い
て
、
改
革
思
想
、
と
り
わ
け
「
教

会
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
原
理
」
に
そ
の
論
拠
を
求
め
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
ま
た
つ
づ
く
公
開
討
論
会
を
軸
と
す
る
教
義
の
改
革
を
め
ぐ
る
運
動
に
つ
い
て
は
、
メ
ラ
ー
が
、
こ
の
公
開
討
論
会
を
、
万
人
祭
司
主
義
に

基
く
教
会
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
原
理
を
具
現
化
す
る
も
の
と
し
て
、
宗
教
改
革
の
重
要
な
方
式
の
一
つ
で
あ
る
と
意
義
づ
け
て
い
た
。
こ
の
都
市
で

は
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
呼
ば
れ
る
ツ
ン
フ
ト
市
民
が
、
こ
の
討
論
会
を
開
催
す
る
よ
う
強
く
．
主
張
し
て
お
り
、
そ
の
主
張
に
は
メ
ラ
ー
の
説
く
指
標

が
み
た
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
市
当
局
が
、
当
初
は
積
極
的
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
公
開
討
論
会
を
開
催
し
な
か
っ
た
こ

と
は
、
メ
ラ
ー
の
評
価
の
う
ち
、
都
市
内
の
平
和
・
統
一
の
維
持
と
い
う
政
治
的
機
能
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
点
に
つ
い
て
疑
問
を
起
こ
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

る
。
市
当
局
は
市
民
層
の
運
動
の
拡
大
を
懸
念
し
て
、
こ
の
「
方
式
」
を
避
け
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
経
過
の
検
討
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ツ
ン
フ
ト
市
民
層
が
、
「
下
層
民
」
の
運
動
と
一
線
を
画
し
て
い
た
点
も
明
ら
か
に
で
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ツ
ン
フ
ト
市
民
層
の
中
に
も
、

農
民
戦
争
期
の
対
応
に
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
根
違
が
存
在
し
、
下
位
ツ
ン
フ
ト
・
グ
ル
ー
プ
で
、
こ
う
し
た
改
革
運
動
が
活
発
で
あ
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
そ
れ
は
、
一
面
で
政
治
的
発
言
権
を
求
め
る
要
求
と
結
び
つ
い
て
い
た
、
と
推
定
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。

　
宗
教
改
革
思
想
、
と
く
に
万
人
祭
司
主
義
、
教
会
の
ゲ
マ
イ
ソ
デ
原
理
は
、
聖
書
に
基
く
隣
人
愛
の
実
践
の
主
張
と
相
俊
っ
て
、
政
治
的
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

同
体
と
教
会
共
演
体
が
表
裏
一
体
と
な
っ
て
い
た
都
市
社
会
に
お
い
て
、
市
民
の
間
の
共
同
体
意
識
（
都
市
内
に
お
け
る
、
原
則
上
の
市
民
間

の
平
等
・
同
権
と
い
う
原
理
に
基
く
も
の
）
を
神
学
的
に
保
障
し
た
と
い
う
こ
と
は
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
本
稿
の
検

討
で
明
ら
か
に
し
た
こ
の
都
市
の
下
位
ツ
ン
フ
ト
の
よ
う
に
、
政
治
的
聞
書
権
の
よ
り
小
さ
か
っ
た
ツ
ン
フ
ト
市
民
層
な
ど
に
お
い
て
、
改
革

運
動
が
活
発
で
あ
っ
た
と
い
う
現
象
と
結
び
つ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
シ
ュ
ト
ラ
…
ス
ブ
ル
ク
市
の
宗
教
改
革
運
動
で
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
呼
ば
れ
る
ツ
ン
フ
ト
市
民
層
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
そ
れ
は
、
と
り
わ
け
下
位
ツ
ン
フ
ト
で
の
よ
う
に
、
政
治
的
発
言
権
の
拡
大
要
求
と
結
び
つ
い
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
点
は
、
ブ

ラ
デ
ィ
の
見
解
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ブ
ラ
デ
ィ
が
、
市
参
事
会
の
宗
教
改
革
に
対
す
る
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シコ．トラースブルク宗教改革運動（渡辺）

評
価
を
、
譲
歩
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
修
正
を
加
え
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
市
当
局
も
、
既
に
、
市
民
層
の
改
革
運
動
が
活
発
化
す
る
以
前
に
、
改
革
派
神
学
者
を
市
民
と
し
て
保
護
し
て
い
た
こ
と
に
始
ま
っ
て
、
教

区
教
会
の
バ
ト
ロ
ナ
ー
ト
権
の
掌
握
、
聖
職
者
の
市
民
化
、
修
道
院
の
解
散
と
い
っ
た
政
策
を
と
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
改
革
に
対
し
て
積

極
的
な
姿
勢
も
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
宗
教
改
革
以
前
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
た
、
教
会
・
修
道
院
か
ら
の
保
護
税
の
徴
収
、

そ
の
財
産
や
、
教
会
・
修
道
院
が
設
立
し
て
い
た
施
療
院
の
、
実
際
上
の
管
理
・
運
用
に
あ
た
る
と
い
っ
た
政
策
の
、
延
長
線
上
に
あ
る
も
の

で
、
市
当
局
に
よ
る
市
内
統
治
体
制
の
強
化
・
拡
大
を
実
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
ブ
ラ
デ
ィ
の
説
の
採
る
、
統
治
階
層

は
、
改
革
が
事
実
上
実
施
さ
れ
た
後
に
、
そ
れ
に
適
応
し
て
い
っ
た
と
す
る
見
解
よ
り
は
、
初
期
の
段
階
よ
り
改
革
に
積
極
的
な
側
面
も
あ
っ

た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
宗
教
改
革
の
主
張
、
と
く
に
万
人
祭
司
主
義
と
教
会
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
原
理
は
、
教
会
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
、
そ
の

特
権
的
地
位
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
当
局
も
そ
こ
に
政
策
を
完
遂
す
る
た
め
の
論
拠
を
見
出
し
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の

都
市
の
宗
教
改
革
運
動
に
お
い
て
は
、
改
革
派
神
学
者
の
説
く
「
ゲ
マ
イ
ソ
デ
」
原
理
の
も
つ
多
義
性
が
、
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
考

え
う
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

　
シ
ソ
ド
リ
ン
グ
は
、
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
ク
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
つ
い
て
、
教
会
財
産
を
中
心
に
検
討
し
、
そ
の
結

果
、
「
市
参
事
会
主
導
の
宗
教
改
革
図
暮
鶏
無
霞
8
ρ
賦
8
」
と
、
「
民
衆
の
宗
教
改
革
く
。
欝
。
・
お
h
o
H
B
騨
訟
。
⇒
」
と
の
二
者
択
一
と
い
う
捉
え
方

は
不
十
分
で
あ
り
、
「
帝
国
都
市
で
の
宗
教
改
革
に
は
、
絶
え
ず
こ
の
二
つ
の
要
素
が
、
摺
互
に
密
接
に
か
ら
み
あ
っ
て
包
含
さ
れ
て
い
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
い
う
視
角
を
提
示
し
て
い
る
。
本
稿
で
の
検
討
は
こ
の
視
角
の
有
効
性
の
考
察
を
促
す
も
の
で
あ
る
。

　
市
当
局
の
政
策
と
、
都
市
市
民
層
の
運
動
と
は
、
教
会
を
都
市
共
同
体
の
中
に
組
み
入
れ
る
と
い
う
点
で
は
、
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

両
者
の
間
の
社
会
的
な
対
抗
関
係
は
、
そ
の
後
も
、
市
の
教
会
制
度
の
確
立
と
そ
の
運
営
、
と
く
に
自
律
的
教
会
訓
練
の
導
入
や
「
暫
定
協

定
」
の
受
け
入
れ
を
め
ぐ
っ
て
、
再
び
顕
在
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
①
ρ
鎖
①
霞
。
さ
U
p
ω
＜
①
3
漬
け
巳
。
・
く
8
℃
9
置
ω
。
9
冠
p
＝
乙
言
色
9
旨
9
卑
　
　
O
臼
昌
。
貯
α
①
旨
α
窪
9
g
。
。
。
ぴ
①
昌
力
鉱
。
冨
。
・
蝕
象
。
♂
≦
．
℃
幽
門
崖
畠
ω
（
寓
o
p
．
）
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9
窺
ミ
§
ミ
ミ
§
ミ
帖
§
き
9
N
§
～
銚
ミ
誉
ミ
逢
§
忌
ミ
や
一
㊤
8
ψ
○
。
①

②
　
メ
ラ
ー
が
、
こ
の
政
治
的
機
能
を
指
摘
す
る
の
は
、
市
当
局
と
市
民
屑
の
対
立

　
闘
係
を
重
視
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
蔭
言
ド
イ
ツ
帝
国
都
宙
で
の
両
者
の
対
立
が

　
表
蘭
化
し
な
か
っ
た
こ
と
（
ゲ
ノ
ッ
セ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
意
識
の
存
在
の
主
張
）
を

　
示
す
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

③
　
ル
ッ
ツ
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
Ω
⑦
旨
巴
＆
①
、
平
艮
σ
q
⑦
旨
⑦
ご
Φ
7
蜜
孚
ロ
コ
等
の
耀

　
語
例
を
検
討
し
、
、
南
ド
イ
ツ
都
市
に
お
い
て
は
、
宗
教
改
箪
期
に
こ
れ
ら
の
言

　
葉
σ
q
①
ヨ
①
貯
⑦
㌣
寓
9
舅
、
市
民
、
　
ツ
ン
フ
ト
員
が
同
義
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
市

　
政
か
ら
は
排
除
さ
れ
た
、
し
か
し
「
家
」
を
基
盤
と
し
た
一
種
の
「
特
権
グ
ル
ー

　
プ
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
都
市
の
宗
教
改
革
は
、
こ
の
ゲ
マ
イ
ソ
デ
・

　
ツ
ン
フ
ト
員
の
、
｝
方
で
は
既
得
権
を
守
る
と
い
う
性
格
を
持
つ
、
身
分
制
的
な

　
粋
内
の
運
動
で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。
、
圏
西
．
H
・
三
斜
州
導
や
建
ミ
、
靴
ミ
勲
ミ
鼠
謹

　
き
§
賠
ヤ
ε
δ

④
鎖
①
臨
。
さ
愚
’
ミ
こ
ω
■
。
。
O
剛
．

⑤
o
っ
。
ぼ
巳
凱
コ
σ
q
、
§
’
ミ
‘
ω
．
。
。
O

（
京
都
大
学
大
学
院

）
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ployed　the　new　power　to　the　imperial　administration　properly．

　　In　su皿，　the　Politics（）f　the　Five　Good　Emperors，　which　was　really　es－

tablished　in　the　reign　of　Trajan，　can　be　characterized　by　the　formation

of　the　system　under　which　the　distinguished　in　the　whole　Empire　could

participate　in　the　imperial　government．

Gemeinde一　und　Ratsreformation　an　StraBburg　1521－25

von

Shin　Watanabe

　　Fttr　die　Reformationsforschungen　scheint　es　eine　wichtige　Betrach－

tungsweise　zu　sein，　auch　den　EinfluB　inner－stadtischer　Konflil〈te　vom

14．　bis　18．　Jahrhundert　zu　untersuchen．

　　Dieser　Artikel　befaBt　sich　in　diesem　Sinne　mit　der　Reichsstadt　StraB－

burg，　“　dem　etwas　wie　Modellcharal〈ter　fur　die　stadtische　Reformations－

geschichte　in　Deutschland　Uberhaupt　zukommen　dttrfte．”

　　Hier　werden　drei　Streitpunkte　analisiert．

　　1．　Die　Fragen　um　die　Rechte　von　Pfarrerwahlen．

　　2．　Die　Fragen　um　die　6ffentliche　Disputationen．

　　3．　Die　Ereignisse　in　Bauernkrie．crszeit．

　　Es　sollte　gel〈IErt　werden，　daB　die　｝laupttrager　der　StraBburger　Refor－

mation　“　die　Gemeinde　”　（die　Zunftbitrgern）　waren，　die　sich　von　“　Pb’beln　”

unterschieden，　und　daB　unter　den　Zunftbttrgern　selbst　sich　die　“　Unter－

Zdinfte－GrtePPen　”　lebhafter　bewogen．　Und　diese　Bewegungen　waren　jedock

durch　die　Forderun．cr　nach　den　Erweiterungen　politischer　Rechte　in

gewisser　Weise　verbunden．

　　Weiterhin　wird　darauf　hingewiesen，　daB　dey　Rat　aktiv　die　Reforma－

tion　ausfuhrte，　um　die　Regierungsordnung　zu　verstarken．
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